
■
ま
え
が
き 

悉
曇
文
字
（
梵
字
）
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
系
（
グ
プ
タ
文
字
系
）
に
属
し
、
四
～
五
世
紀
頃
イ
ン
ド
で
流
行
し
、
そ
れ
が

仏
典
と
と
も
に
南
北
朝
（
四
三
九
～
五
八
九
）
の
頃
中
国
に
伝
わ
り
、
漢
訳
の
た
め
に
習
得
さ
れ
た
。
日
本
に
は
七
世
紀
の
初
頭
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
（
六
〇
六
年
、
小
野
妹
子
将
来
の
法
隆
寺
貝
多
羅
葉
本
）（『
密
教
辞
典
』）。
私
た
ち
が
現
在
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字
も
そ
の
一
種
類
で
あ
る
。
そ
の
字
体
や
音
韻
な
ど
を
示
し
た
図
表
が
い
わ
ゆ
る
「
悉
曇
章
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、

唐
の
智
廣
の
『
悉
曇
字
記
』
を
も
と
に
し
た
「
悉
曇
十
八
章
」
に
よ
っ
て
今
の
私
た
ち
は
悉
曇
文
字
を
学
ん
で
い
る
（『
慈
雲
流 

悉
曇
梵
字
入
門
』

松
本
俊
彰
、
智
積
院
版
「
梵
字
悉
曇
習
字
帖
」
坂
井
栄
信
な
ど
）。 

宗
祖
大
師
が
将
来
し
た
智
廣
の
『
悉
曇
字
記
』
に
は
、
師
で
あ
る
イ
ン
ド
僧
般
若
菩
提
（P

raj`
q-b

o
d
h
i

）
が
そ
の
師
の
般
若
瞿
沙
（P

raj`
q-g

h
o
2a

）

か
ら
南
イ
ン
ド
の
悉
曇
を
学
ん
だ
こ
と
や
、
南
イ
ン
ド
・
中
イ
ン
ド
・
北
イ
ン
ド
で
は
各
々
言
語
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
言
語
の
源
泉
は
悉
曇
で

あ
る
こ
と
が
書
か
れ
、
智
廣
は
中
国
の
五
台
山
で
師
の
般
若
菩
提
か
ら
悉
曇
を
伝
授
さ
れ
た
と
言
う
（「
近
世
に
お
け
る
梵
語
學
の
一
業
績
ー
大
寂

の
梵
漢
標
目
ー
」
長
澤
實
導
、『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
十
六
巻
・
第
二
号
）。 

 

悉
曇
文
字
に
母
音
（
摩
多
）
と
子
音
（
体
文
）
が
あ
る
。
母
音
（
摩
多
）
に
は
通
摩
多
と
別
摩
多
の
二
種
が
あ
り
、
通
摩
多
は
「
アa

」「
ア
ー 

q

」

「
イi

」「
イ
ー 

]

」「
ウu

」「
ウ
ー 
[

」「
エ
ー 

e

」「
ア
イai

」「
オ
ー 

o

」「
ア
ウau

」「
ア
ムa/

」「
ア
クa4

」
の
十
二
字
、
別
摩
多
は
「
リ3

」

「
リ
ー 

r ̥̄

」「
リ
ョ=

」「
リ
ョ
ー l ̥̄ 

」
の
四
字
で
あ
る
。
ま
た
子
音
（
体
文
）
に
「
キ
ャk

a

」「
キ
ャk

h
a

」「
ギ
ャg

a

」「
ギ
ャg

h
a

」「
ギ
ャ
ウx

g
a

」

「
シ
ャca

」「
シ
ャch

a

」「
ジ
ャja

」「
ジ
ャjh

a

」「
ジ
ャ
ウ 

`
a

」「
タwa

」「
タwh

a

」「
ダf

a

」「
ダf

h
a

」「
ダ
ウz

a

」「
タta

」「
タth

a

」「
ダd

a

」

「
ダd

h
a

」「
ナn

a

」「
ハp

a

」「
ハp

h
a

」「
バb

a

」「
バbh

a

」「
マm

a
」「
ヤy

a

」「
ラra

」「
ラla

」「
バ
（
ヴ
ァ
）va

」「
シ
ャ1a

」「
シ
ャ2a

」「
サ

sa

」「
カ 

h
a

」「
キ
シ
ャk

2a

」
の
三
十
四
字
が
あ
る
（「lla/

」
を
除
く
）。 

宗
祖
大
師
が
こ
の
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
に
掲
げ
た
悉
曇
文
字
は
、
母
音
（
摩
多
）
十
六
字
、
子
音
（
体
文
）
三
十
四
字
で
、「
悉
曇
十
八

章
」
の
字
母
と
一
致
し
て
い
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
宗
祖
大
師
は
『
悉
曇
字
記
』
を
将
来
し
た
。
真
言
・
陀
羅
尼
を
表
記
す
る
悉
曇
文
字
を
、

こ
の
『
悉
曇
字
記
』
を
教
材
に
し
て
、
般
若
三
蔵
や
恵
果
和
尚
か
ら
徹
底
指
導
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。 

 

時
に
、
こ
の
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
の
最
後
部
分
に
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
十
三
に
説
か
れ
る
菩
薩
の
大
乗
の
「
相
（lak

2az
a

）」



と
し
て
の
「
文
字
陀
羅
尼
門
」
が
引
用
さ
れ
、「
四
十
二
字
門
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
原
文
（
私
の
書
き
下
し
）
を
紹
介
す
れ
ば
、 

 
復
た
次
に
善
現
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
大
乘
の
相
と
は
、
謂
わ
く
諸
々
の
文
字
陀
羅
尼
門
な
り
。
爾
の
時
、
尊
者
善
現
、
佛
に
白
し
て
言
わ
く
。 

世
尊
、
云
何
が
文
字
陀
羅
尼
門
。
佛
善
現
に
言
わ
く
。
字
の
平
等
性
、
語
の
平
等
性
、
言
説
・
理
趣
の
平
等
性
が
諸
字
門
に
入
る
。
是
れ 

を
文
字
陀
羅
尼
門
と
爲
す
。
世
尊
、
云
何
が
諸
字
門
に
入
る
。
善
現
、
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
修
が
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
じ
る
時
、
無
所
得
を 

以
て
而
も
方
便
と
爲
さ
ば
、 

阿
（a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
本
不
生
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

洛
（ra

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
離
塵
垢
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

跛
（p

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
勝
義
教
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

者
（ca

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
無
死
生
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

娜
（n

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
遠
離
名
相
・
無
得
失
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

何
（la

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
出
世
間
な
る
を
悟
る
が
故
に
、
愛
支
因
縁
永
不
現
の
故
に
。 

柁
（d

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
調
伏
・
寂
靜
・
眞
如
・
平
等
・
無
分
別
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

婆
（b

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
離
繋
縛
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

荼
（f

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
離
熱
矯
穢
・
得
清
淨
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

沙
（2a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
無
罣
礙
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

縛
（v

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
言
音
道
斷
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

（ta

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
眞
如
不
動
な
る
を
悟
る
が
故
に
。（

は
他
） 

也
（y

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
如
實
不
生
な
る
を
悟
る
が
亜
故
に
。 

瑟
吒
（2wa

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
制
伏
任
持
相
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

迦
（k

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
作
者
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

娑
（sa

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
時
平
等
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

磨
（m

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
我
及
び
我
所
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

伽
（g

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
行
取
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 



他
（th

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
處
所
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

闍
（ja

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
生
起
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

濕
縛
（sv

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
安
隱
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

達
（d

h
a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
界
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

捨
（1a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
寂
靜
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

佉
（k

h
a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
如
虚
空
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

羼
（k

2a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
窮
盡
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

薩

（sta

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
任
持
處
非
處
令
不
動
轉
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。（

は
他
） 

若
（`

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
所
了
知
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

辣
他
（rth

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
執
著
義
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

呵
（h

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
因
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

薄
（b

h
a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
可
破
壞
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

綽
（ch

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
欲
樂
覆
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

颯
磨
（sm

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
可
憶
念
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

嗑
縛
（h

v
a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
可
呼
召
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

蹉
（tsa

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
勇
健
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

鍵
（g

h
a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
厚
平
等
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

搋
（wh

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
積
集
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

孥
（z

a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
離
諸
喧
諍
無
往
無
來
行
住
坐
臥
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

頗
（p

h
a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
遍
滿
果
報
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

塞
（sk
a

）
迦
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
聚
積
蘊
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

逸
娑
（y

sa

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
衰
老
性
相
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

酌
（1ca

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
聚
集
足
跡
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

吒
（wa

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
相
驅
迫
性
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 



擇
（f

h
a

）
字
門
に
入
る
。
一
切
法
の
究
竟
處
所
不
可
得
な
る
を
悟
る
が
故
に
。 

善
現
、
是
く
の
如
く
の
字
門
、
是
れ
能
く
法
空
の
邊
際
に
悟
入
し
、
是
く
の
如
く
の
字
表
、
諸
法
の
空
更
に
不
可
得
な
る
を
除
く
。
何
を 

以
て
の
故
に
。
善
現
、
是
く
の
如
く
の
字
義
、
宣
説
す
べ
か
ら
ず
。
顯
示
す
べ
か
ら
ず
。
執
取
す
べ
か
ら
ず
。
書
持
す
べ
か
ら
ず
。
觀
察 

す
べ
か
ら
ず
。
諸
相
を
離
る
る
が
故
に
。 

 

以
上
、
四
十
三
字
の
う
ち
「
逸
娑 

y
sa

」
は
通
常
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
は
な
い
。
こ
れ
を
除
い
て
四
十
二
字
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
は
、
四
十
二
の
字
門
（
例
え
ばa

）
と
そ
れ
に
相
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
単
語
（an

u
tp

qd
a

）
の
字
義
（
本
不
生
）、
及
び
そ
の
字
義

を
大
乗
の
空
の
立
場
か
ら
解
釈
し
た
釈
義
（
一
切
法
の
本
不
生
）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
の
底
本
の
よ
う

で
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
こ
の
『
大
般
若
経
』
の
ほ
か
に
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
広
乗
品
（『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』、
通
称
『
大
品
般
若
経
』）、『
大
智

度
論
』、『
大
般
涅
槃
経
』
文
字
品
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
八
十
巻
、
入
法
界
品
（『
八
十
華
厳
』）、『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
四
十
二
字
観
門
』、

『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
陀
羅
尼
品
が
「
四
十
二
字
門
」
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
宗
祖
大
師
は
『
大
方
広
仏
華
厳
経
法
界
品
字
輪
瑜
伽

儀
軌
』
を
将
来
し
、『
三
学
録
』
に
は
真
言
宗
学
侶
必
修
の
書
と
し
て
不
空
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
四
十
二
字
観
門
』
を
入
れ
て
い
る
。 

 

参
考
ま
で
に
、
中
国
華
厳
の
第
四
祖
で
「
四
法
界
」
の
大
成
者
・
澄
観
は
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
入
法
界
品
に
説
か
れ
る
「
四
十
二
字
門
」
を

密
教
経
典
の
不
空
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
四
十
二
字
観
門
』
に
差
し
替
え
て
解
釈
し
て
い
る
、
と
い
う
説
が
あ
る
（「
華
厳
教
学
と
中
国

密
教
ー
入
唐
家
の
顕
密
教
判
の
視
点
か
ら
ー
」
遠
藤
純
一
郎
、『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』
第
二
号
）。
澄
観
は
、
宗
祖
大
師
が
長
安
に
お
い
て

殊
の
ほ
か
お
世
話
に
な
っ
た
般
若
三
蔵
が
、
い
わ
ゆ
る
『
四
十
華
厳
』（
入
法
界
品
の
み
）
を
漢
訳
し
た
際
「
詳
定
」
を
し
て
い
る
。「
詳
定
」
と

は
校
閲
の
こ
と
で
、
澄
観
と
般
若
三
蔵
は
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
宗
祖
大
師
は
般
若
三
蔵
か
ら
、
華
厳
の
第
四
祖
澄
観
が
華
厳
の

三
昧
の
境
地
を
密
典
を
も
と
に
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
宗
祖
大
師
に
と
っ
て
同
時
代
の
澄
観
の
密
教
接
近
は
最
新

の
華
厳
だ
っ
た
。
だ
か
ら
「
重
々
帝
網
」
＝
「
即
身
」
な
の
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、『
大
日
経
疏
』
に
華
厳
の
要
素
が
見
ら
れ
る
と
、
澄
観
と

一
行
の
関
係
を
示
唆
す
る
論
考
も
あ
る
（「『
大
日
経
疏
』
に
見
ら
れ
る
華
厳
的
要
素
に
つ
い
て
」
遠
藤
純
一
郎
、『
智
山
学
報
』
五
十
六
巻
）。 

 



顧
み
る
に
、
わ
が
国
の
悉
曇
学
・
梵
語
学
は
、
天
平
期
に
道
璿
・
菩
提
僊
那
・
仏
哲
な
ど
の
渡
来
僧
に
よ
っ
て
、
南
都
の
国
際
仏
教
セ
ン
タ
ー

大
安
寺
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
大
安
寺
で
宗
祖
大
師
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
大
師
は
当
時
大
安
寺
に
い
た
渡
来
僧
の
誰
か
に
、
同
じ
遣
唐
使
船

で
入
唐
し
た
霊
仙
と
と
も
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
悉
曇
表
記
（
梵
字
）
や
音
韻
を
相
当
な
レ
ベ
ル
ま
で
学
ん
だ
。
長
安
で
大
師
が
イ
ン
ド
僧
の

般
若
三
蔵
や
牟
尼
師
利
三
蔵
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
指
導
に
付
い
て
い
け
た
り
、
霊
仙
が
般
若
三
蔵
の
も
と
に
残
り
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
漢
訳

の
筆
受
や
訳
語
に
従
事
し
、
や
が
て
憲
宗
皇
帝
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
も
、
大
安
寺
で
の
習
学
が
高
い
レ
ベ
ル
だ
っ
た
か
ら
で
、
大
師
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
力
は
『
三
十
帖
策
子
』
の
赤
入
れ
に
も
顕
わ
れ
て
い
る
。 

入
唐
し
て
宗
祖
大
師
は
、
イ
ン
ド
原
語
の
ま
ま
に
、
梵
字
で
表
記
さ
れ
悉
曇
の
音
韻
で
唱
え
ら
れ
る
真
言
・
陀
羅
尼
・
種
子
の
已
達
と
な
り
、

悉
曇
習
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
唐
の
智
廣
の
『
悉
曇
字
記
』
を
持
ち
帰
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
当
時
の
南
都
で
は
、
梁
の
寶
唱
の
『
飜
梵
語
』・
唐
の

義
浄
の
『
梵
唐
千
字
文
』・
唐
の
全
眞
の
『
唐
梵
文
字
』・
唐
の
禮
言
の
『
梵
語
雜
名
』・
唐
の
怛
多
蘗
多
波
羅
瞿
那
彌
捨
沙
の
『
唐
梵
兩
語
雙
對
集
』

（
い
ず
れ
も
大
正
蔵
あ
り
）
が
依
用
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
く
、
大
師
の
『
悉
曇
字
記
』
の
将
来
は
わ
が
国
の
、
と
く
に
真
言
・
天
台
（
東
密
・

台
密
）
の
悉
曇
学
・
梵
語
学
の
起
点
と
な
っ
た
。
大
師
の
真
言
密
教
は
そ
の
す
ぐ
れ
た
悉
曇
学
・
梵
語
学
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

宗
祖
大
師
や
霊
仙
の
あ
と
、
平
安
～
鎌
倉
期
に
は
、 

宗
叡
：
八
〇
九
～
八
八
四
。『
悉
曇
私
記
』『
悉
曇
字
記
林
記
』。
は
じ
め
比
叡
山
の
載
鎮
に
師
事
。
第
二
代
座
主
義
真
に
天
台
を
、
第
五
代
座
主

円
珍
か
ら
金
胎
両
部
の
大
法
を
受
法
。
の
ち
東
寺
で
実
慧
か
ら
金
剛
界
法
を
受
法
。
貞
観
四
年
（
八
六
二
）、
真
如
法
親
王
と
と
も
に
入
唐
し
、

長
安
で
青
龍
寺
の
法
全
の
ほ
か
慈
恩
寺
造
玄
や
大
興
善
寺
智
慧
輪
に
密
教
を
学
ぶ
。
東
寺
第
五
代
長
者
、
東
大
寺
別
当
。 

眞
寂
（
法
親
王
）：
八
八
六
～
九
二
七
。『
梵
漢
相
対
鈔
』『
梵
漢
語
説
』。
宇
多
天
皇
第
三
皇
子
。
宗
祖
大
師
の
直
弟
子
で
広
沢
流
の
祖
益
信
に

随
っ
て
出
家
し
た
父
君
宇
多
法
皇
に
師
事
。
仁
和
寺
観
音
院
開
祖
。 

淳
祐
：
八
九
〇
～
九
五
三
。『
悉
曇
集
記
』。
醍
醐
寺
第
二
代
座
主
観
賢
に
師
事
、
石
山
寺
第
三
代
座
主
。 

仁
海
：
九
五
一
～
一
〇
四
六
。『
大
日
如
来
剣
印
』。
醍
醐
延
命
院
元
杲
に
師
事
。
曼
荼
羅
寺
開
祖
、
東
寺
第
二
十
四
代
長
者
法
務
、
東
大
寺
別

当
。
小
野
流
の
祖
。 

寛
智
：
一
〇
四
六
～
一
一
一
一
。『
悉
曇
要
集
記
』『
悉
曇
秘
要
』。 

寛
助
：
一
〇
五
二
～
一
一
二
五
。『
別
行
鈔
』。
仁
和
寺
経
範
に
師
事
。
仁
和
寺
別
当
、
成
就
院
（
の
ち
の
成
就
院
流
）
開
祖
。
東
寺
第
三
十
七

代
長
者
、
東
大
寺
別
当
。 



教
尋
：
？
～
一
一
四
一
。『
顕
密
問
答
鈔
』。
仁
和
寺
北
院
の
性
信
親
王
に
師
事
。
の
ち
高
野
山
に
入
り
大
伝
法
院
学
頭
。
覺
鑁
は
教
尋
に
学
ぶ
。 

恵
什
：
一
〇
六
〇
～
一
一
四
四
。『
捃
捨
悉
曇
惟
要
決
鈔
』。
芳
源
（
石
山
流
）
の
弟
子
。
勧
修
寺
流
の
祖
寛
信
の
師
。 

心
覺
：
一
一
一
七
～
一
一
八
〇
。『
悉
曇
字
記
勘
文
』『
梵
語
集
』『
多
羅
葉
鈔
』。
は
じ
め
圓
城
寺
で
天
台
を
学
び
、
宮
中
で
興
福
寺
珍
海
と
の

宗
議
に
敗
れ
て
真
言
密
教
に
転
じ
、
醍
醐
寺
賢
覺
・
実
運
に
師
事
。
の
ち
高
野
山
に
入
り
成
蓮
院
兼
意
・
金
剛
峰
寺
覺
印
か
ら
受
法
。
山
中

に
常
喜
院
を
創
建
。
の
ち
兼
意
の
旧
跡
往
生
院
（
今
の
遍
照
光
院
）
に
住
す
。
常
喜
院
流
・
往
生
院
流
の
祖
。『
多
羅
葉
鈔
』
は
「
い
ろ
は
」

字
の
嚆
矢
に
な
る
な
ど
真
言
宗
を
中
心
に
伝
え
ら
れ
た
。 

兼
朝
：
一
一
六
六
前
後
頃
。
奈
良
興
福
寺
。『
悉
曇
反
音
略
釈
』。
五
十
音
図
。 

心
蓮
：
？
～
一
一
八
一
。
高
野
山
東
禅
院
。『
悉
曇
相
伝
（
述
）』『
東
禅
院
悉
曇
鈔
（
述
）』『
悉
曇
口
伝
』『
悉
曇
秘
釈
字
記
』。
五
十
音
図
。 

寛
海
：
？
～
一
二
一
二
。
高
野
山
東
禅
院
。『
悉
曇
小
雙
紙
』『
悉
曇
字
記
玄
談
』『
悉
曇
相
伝
（
編
）』『
東
禅
院
悉
曇
鈔
（
編
）』。
五
十
音
図
。 

覺
禅
：
一
一
四
三
～
一
二
一
三
。『
覺
禅
鈔
』。
仁
和
寺
池
上
の
覺
尋
・
経
尋
に
師
事
。
さ
ら
に
勧
修
寺
興
然
・
伝
法
院
尋
海
等
々
か
ら
受
法
。

図
像
研
究
の
第
一
人
者
。 

道
範
：
一
一
七
八
～
一
二
五
二
。『
悉
曇
字
記
聴
書
』『
紇
里
字
軌
注
鈔
』。
高
野
山
正
智
院
明
任
に
師
事
・
受
法
。
大
伝
法
院
の
件
で
讃
岐
に
流

さ
れ
る
も
七
年
後
に
帰
山
、
宝
光
院
に
住
す
。
高
野
八
傑
の
一
人
。 

ら
が
輩
出
し
、
台
密
に
も 

安
然
：
八
四
一
？
～
九
一
五
？
。『
悉
曇
蔵
』『
悉
曇
十
二
例
』。
幼
く
し
て
比
叡
山
の
慈
覚
大
師
円
仁
に
随
て
得
度
受
戒
、
顕
密
二
教
を
修
学
。

円
仁
の
門
流
の
道
海
か
ら
胎
蔵
法
を
受
法
。
同
じ
門
流
の
長
意
か
ら
悉
曇
を
学
ぶ
。
さ
ら
に
同
門
流
の
遍
昭
か
ら
伝
法
潅
頂
を
受
法
。
の
ち

玄
静
・
神
日
に
金
胎
蘇
悉
地
の
大
法
を
授
く
。
晩
年
、
比
叡
山
に
五
大
院
を
創
建
し
て
隠
棲
し
、
学
問
・
著
述
に
専
念
。
東
密
も
研
鑚
し
た

台
密
教
学
の
大
成
者
。 

明
覺
：
一
〇
五
六
～
？
。『
悉
曇
要
决
』『
悉
曇
大
底
』『
梵
字
形
音
義
』『
反
音
作
法
』。
は
じ
め
比
叡
山
延
暦
寺
の
覺
厳
に
師
事
。
安
然
を
慕
い

悉
曇
を
習
学
。
の
ち
現
加
賀
市
山
代
温
泉
の
温
泉
寺
（
薬
王
院
）
に
住
す
。
悉
曇
学
・
音
韻
学
の
書
を
多
く
残
し
、
後
世
に
悉
曇
学
の
祖
・

明
覺
三
蔵
流
と
言
わ
れ
る
。『
法
華
経
単
字
』。
五
十
音
図
。 

が
い
る
。 

 

鎌
倉
期
に
は
、 



叡
尊
：
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
。『
金
剛
界
梵
漢
和
鏡
』『
胎
蔵
界
梵
漢
和
鏡
』。
醍
醐
寺
叡
賢
に
師
事
。
の
ち
高
野
山
に
入
り
、
霊
山
院
貞
慶
を

は
じ
め
如
実
・
道
教
・
憲
深
に
付
い
て
小
野
流
を
受
法
。
暦
仁
元
年
（
一
二
三
六
）、
西
大
寺
に
入
り
西
大
寺
流
の
始
祖
。
の
ち
洛
西
に
浄
住

寺
を
創
建
し
、
鎌
倉
に
出
て
北
条
一
族
に
菩
薩
戒
を
授
け
、
洛
西
嵯
峨
鳴
滝
の
般
若
寺
を
修
復
し
、
宮
中
で
『
梵
網
経
』
を
講
じ
、
後
深
草

上
皇
に
十
戒
を
授
け
、
亀
山
法
皇
・
後
宇
多
上
皇
に
菩
薩
戒
を
授
け
、
伊
勢
神
宮
に
大
蔵
経
を
納
め
、
唐
招
提
寺
の
戒
壇
を
再
興
し
、
三
輪

神
宮
寺
を
再
建
。
ま
た
戒
律
の
復
興
を
提
唱
し
た
。
興
正
菩
薩
。 

信
範
：
一
二
二
三
～
一
二
九
六
？
。『
悉
曇
字
記
聞
書
』『
悉
曇
字
記
明
了
房
記
』『
悉
曇
字
紀
抄
』『
悉
曇
秘
伝
記
』『
悉
曇
私
抄
』。
高
野
山
正

智
院
道
範
に
師
事
。
五
十
音
図
。 

了
尊
：
生
涯
不
詳
。『
悉
曇
輪
略
図
抄
』（
一
二
八
七
）。
信
範
に
師
事
。
五
十
音
図
。 

が
あ
り
、
台
密
に
は 

承
澄
：
一
二
〇
五
～
一
二
八
二
。『
悉
曇
正
音
義
』『
悉
曇
字
記
正
決
』。
台
密
の
学
匠
。
五
十
音
図
。 

が
い
る
。 

 

室
町
期
に
は
、 

頼
宝
：
一
二
七
九
～
一
三
三
〇
。『
大
悉
曇
章
勘
註
』『
悉
曇
綱
要
抄
』『
真
言
本
母
集
』。
東
寺
宝
荘
厳
院
、
東
寺
学
頭
。
杲
宝
の
師
。 

杲
宝
：
一
三
〇
六
～
一
三
六
二
。『
悉
曇
字
記
抄
』『
悉
曇
字
記
創
学
鈔
』。
東
寺
観
智
院
初
代
。
賢
宝
の
師
。 

賢
宝
：
一
三
三
三
～
一
三
九
八
。『
悉
曇
字
記
創
学
鈔
』。
東
寺
観
智
院
第
二
代
。 

長
覺
：
一
三
四
〇
～
一
四
一
六
。『
悉
曇
決
擇
鈔
』『
悉
曇
字
記
鈔
』。
高
野
山
無
量
寿
院
頼
円
に
師
事
し
中
院
流
・
小
野
流
を
、
宣
祐
・
瑩
全
・

宥
範
か
ら
広
沢
諸
流
を
受
法
。
ま
た
東
禅
院
義
宣
に
悉
曇
を
学
ぶ
。
鎌
倉
を
は
じ
め
諸
国
を
遍
歴
し
、
帰
山
後
は
東
禅
院
に
住
し
『
悉
曇
字

記
』
を
講
じ
る
。
の
ち
無
量
寿
院
門
主
。 

宥
快
：
一
三
四
五
～
一
四
一
六
。『
悉
曇
字
記
聞
書
』『
悉
曇
字
記
鈔
』
悉
曇
決
擇
集
』『
悉
曇
考
覈
鈔
』。
高
野
山
宝
性
院
信
弘
に
師
事
。
中
院

流
の
ほ
か
事
相
諸
流
を
受
法
。
宝
性
院
・
安
祥
寺
門
主
。
長
覺
に
悉
曇
を
学
ぶ
。
高
野
山
教
学
の
大
成
者
。 

印
融
：
一
四
三
五
～
一
五
一
九
。『
悉
曇
十
八
章
聞
書
』『
悉
曇
問
答
』『
悉
曇
論
議
私
抄
』。
現
横
浜
市
港
北
区
三
会
寺
の
賢
継
に
師
事
し
三
宝

院
流
を
、
さ
ら
に
同
寺
で
西
院
流
能
禅
方
を
受
法
。
の
ち
高
野
山
無
量
光
院
に
滞
留
。
さ
ら
に
現
横
浜
市
緑
区
観
護
寺
で
西
院
流
元
瑜
肩
を
、

宝
生
寺
で
同
流
を
受
法
。 



が
い
る
。 

 
江
戸
期
に
は
、
悉
曇
学
・
梵
語
学
が
盛
ん
に
な
り
、 

澄
禅
：
？
～
一
六
八
〇
。『
悉
曇
愚
鈔
』『
悉
曇
初
心
鈔
』『
悉
曇
連
声
集
』『
悉
曇
字
母
表
』『
梵
書
帖
』『
種
子
集
』。
幼
く
し
て
受
戒
。
瑜
伽
行

を
修
め
、
の
ち
洛
東
智
積
院
化
主
第
七
世
運
敞
に
師
事
。
事
教
二
相
を
兼
修
し
、
こ
と
に
悉
曇
に
長
じ
梵
書
を
よ
く
す
。
智
積
院
第
一
座
に

上
る
も
名
利
を
求
め
ず
、
晩
年
郷
里
の
地
蔵
寺
に
隠
棲
。
悉
曇
澄
禅
流
の
祖
。 

慧
海
：
一
六
〇
〇
～
一
七
〇
〇
？
。『
梵
語
節
用
集
』。
淨
嚴
が
具
足
戒
を
受
戒
し
た
時
の
証
明
（
阿
闍
梨
）。
大
鳥
神
鳳
寺
派
。 

淨
嚴
：
一
六
三
九
～
一
七
〇
二
。『
華
梵
對
翻
』『
悉
曇
字
記
講
述
』『
悉
曇
三
密
鈔
』。
幼
く
し
て
高
野
山
に
上
り
検
校
雲
雪
・
釈
迦
文
院
朝
遍

に
師
事
。
南
院
良
意
か
ら
中
院
流
を
、
実
相
院
長
快
か
ら
両
部
潅
頂
を
受
法
。
新
安
流
の
祖
。
梵
字
・
悉
曇
習
学
の
衰
微
を
憂
え
、
自
習
自

学
し
て
梵
語
学
を
復
興
。
河
内
の
教
興
寺
・
河
内
長
野
の
延
命
寺
を
再
興
。
真
言
律
宗
を
唱
え
る
。
第
五
代
将
軍
綱
吉
か
ら
寺
領
地
を
受
け
、

現
東
京
湯
島
に
霊
雲
寺
を
創
建
。
関
八
州
の
真
言
律
宗
総
本
寺
と
す
る
。 

盛
典
：
一
六
六
三
～
一
七
四
七
。『
悉
曇
字
記
指
南
鈔
』『
韻
鏡
易
解
』。
埼
玉
の
人
。
現
桶
川
市
知
足
院
・
栃
木
県
佐
野
市
大
聖
院
に
住
す
。 

恵
（
慧
）
晃
：
一
六
五
六
～
一
七
三
七
。『
枳
橘
易
士
集
』『
翻
訳
名
義
集
辨
訛
』。
京
都
花
園
法
金
剛
院
玉
周
に
師
事
。
京
都
と
南
都
で
顕
密
を

修
め
、
戒
律
・
悉
曇
・
因
明
・
俱
舎
に
通
じ
る
。
仏
典
に
散
見
さ
れ
る
梵
語
を
集
め
て
註
釈
す
る
な
ど
梵
語
辞
典
編
纂
の
嚆
矢
。
泉
涌
寺
・

唐
招
提
寺
長
老
。 

曇
寂
：
一
六
七
四
～
一
七
四
二
。『
悉
曇
字
記
私
記
』『
梵
文
大
例
』『
五
十
字
母
黯
推
』。
現
広
島
県
福
山
市
の
明
王
院
宥
翁
に
入
室
。
京
都
御

室
の
五
智
山
（
蓮
華
寺
）
禅
杲
に
師
事
。
五
智
山
と
明
王
院
を
兼
任
。
東
寺
観
智
院
賢
賀
か
ら
『
悉
曇
字
記
』
を
学
ぶ
。 

杲
快
：
生
涯
不
詳
。
東
寺
観
智
院
第
十
二
代
。 

賢
隆
：
生
涯
不
詳
。『
悉
曇
摩
多
體
文
初
學
考
要
』。
醍
醐
寺
の
悉
曇
学
匠
？
。 

性
善
：
一
六
七
六
～
一
七
六
三
。
壮
年
時
に
醍
醐
報
恩
院
寛
順
に
師
事
。
賢
隆
に
悉
曇
学
を
学
ぶ
。
の
ち
東
大
寺
戒
壇
院
・
真
言
院
の
長
老
。

高
野
山
の
圓
通
寺
で
報
恩
院
流
を
伝
授
。
東
大
寺
戒
壇
院
で
悉
曇
潅
頂
。
悉
曇
の
著
作
十
二
。 

興
隆
：
一
六
九
一
～
一
七
六
九
。『
三
蔵
梵
語
集
』。
曹
洞
宗
の
唯
識
学
者
、『
成
唯
識
論
操
觚
篇
』。
天
台
・
華
厳
・
俱
舎
・
唯
識
・
律
・
禅
・

浄
土
、
そ
し
て
悉
曇
に
通
ず
。 

文
雄
：
一
七
〇
〇
～
一
七
六
三
。『
悉
曇
字
記
訓
蒙
』『
和
字
大
観
抄
』。
五
十
音
図
。 



寂
厳
：
一
七
〇
二
～
一
七
七
一
。『
悉
曇
字
記
大
観
』『
大
悉
曇
章
稽
古
録
』。
幼
く
し
て
現
岡
山
市
の
普
賢
院
超
染
に
入
室
。
四
方
に
遊
行
し
て

顕
密
を
修
め
、
梵
語
学
に
通
ず
。
京
都
五
智
山
の
曇
寂
の
弟
子
と
な
り
醍
醐
系
法
流
を
受
法
。
の
ち
現
倉
敷
市
の
宝
島
寺
に
住
し
、
玉
泉
寺

に
隠
棲
。 

慈
雲
飲
光
：
一
七
一
八
～
一
八
〇
四
。『
梵
学
律
梁
』『
梵
語
畧
詮
』『
梵
語
省
要
』。
幼
く
し
て
大
阪
市
住
吉
の
法
楽
寺
貞
紀
の
も
と
に
入
室
。

翌
年
悉
曇
を
学
び
は
じ
め
る
。
河
内
の
野
中
寺
秀
岩
か
ら
沙
弥
戒
を
受
戒
。
戒
龍
・
忍
綱
か
ら
真
言
諸
流
を
受
法
。
顕
密
を
究
め
正
法
律
を

唱
え
、
と
く
に
釈
尊
在
世
の
戒
律
復
興
を
主
張
。
生
駒
の
双
龍
庵
に
隠
棲
し
、『
般
若
心
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
梵
文
研
究
に
専
念
。
晩
年
は

『
理
趣
経
』
の
還
梵
も
試
み
た
。
悉
曇
慈
雲
流
の
祖
。
根
来
寺
座
主
常
明
か
ら
地
蔵
院
流
を
受
法
。
洛
西
阿
弥
陀
寺
に
入
り
十
善
戒
を
唱
導
。

そ
の
後
、
河
内
の
高
貴
寺
を
与
え
ら
れ
正
法
律
の
根
本
道
場
と
す
る
。『
十
善
法
語
』。 

智
明
：
一
七
三
八
～
一
八
一
三
。『
悉
曇
一
十
八
章
指
南
手
鑒
』『
悉
曇
辨
疑
』『
悉
曇
三
密
鈔
要
記
』『
悉
曇
字
記
懸
通
鈔
』『
悉
曇
字
母
文
集
』

『
伊
呂
波
梵
語
集
』。
幼
く
し
て
現
埼
玉
県
美
里
町
の
勝
輪
寺
眼
智
に
入
室
。
そ
の
後
湯
島
霊
雲
寺
の
法
明
・
光
海
に
師
事
。
本
庄
市
最
法
寺
・

湯
島
智
厳
院
に
住
す
。
の
ち
湯
島
霊
雲
寺
の
第
八
世
。『
法
華
経
』
を
は
じ
め
戒
律
や
密
教
経
論
・
儀
軌
を
講
述
。
悉
曇
に
も
通
じ
る
。 

大
寂
：
一
七
四
八
～
一
八
一
八
。『
梵
漢
標
目
』『
梵
漢
名
考
』『
八
轉
声
自
鏡
録
』『
悉
曇
反
音
例
』。
埼
玉
（
騎
西
町
？
）
の
人
と
言
わ
れ
る
。

澄
禅
以
来
智
積
院
伝
統
の
悉
曇
学
を
学
ぶ
。『
梵
漢
標
目
』
は
大
部
の
梵
漢
字
典
。 

行
智
：
一
七
七
八
～
一
八
四
一
。『
悉
曇
字
記
真
釈
』『
悉
曇
伝
授
次
第
』『
囀
声
一
家
言
』。 

ら
が
出
て
、
悉
曇
学
・
梵
語
学
を
伝
え
た
。 

 

近
代
に
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
ン
ド
で
本
格
的
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
を
学
ん
だ
学
匠
が
輩
出
し
、
以
来
そ
の
門
下
生
た
ち
が

全
国
の
仏
教
系
大
学
・
外
語
大
学
・
一
般
大
学
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
講
じ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
真
言
宗
学
匠
に
よ
る
悉
曇
の
言
語
学
的
な
理
解
が

飛
躍
的
に
進
み
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
で
き
れ
ば
悉
曇
も
お
よ
そ
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
条
文
雄
・
高
楠
順
次
郎
・
木
村
泰
賢
・
渡
辺
海
旭
・

荻
原
雲
来
・
泉 

芳
璟
・
辻
直
四
郎
（
敬
称
略
）
と
い
っ
た
先
駆
者
の
お
か
げ
で
あ
る
。 

私
事
な
が
ら
、
辻
直
四
郎
博
士
の
門
下
生
に
、
私
の
知
る
範
囲
、
本
宗
の
碩
学
渡
辺
照
宏
先
生
（
智
山
専
門
学
校
・
東
洋
大
学
）・
田
中
於
莵
弥

先
生
（
中
央
大
学
・
早
稲
田
大
学
）・
原
實
先
生
（
東
京
大
学
・
早
稲
田
大
学
・
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
）
が
お
ら
れ
、
父
は
渡
辺
照
宏
先
生
に

師
事
し
、
私
は
原
實
先
生
に
最
初
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
の
ち
に
長
い
こ
と
田
中
於
莵
弥
先
生
に
師
事
し
た
。
父
も
私
も
有
難
い
こ
と
に
、
日
本
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
の
大
御
所
・
辻
直
四
郎
博
士
の
孫
弟
子
に
当
る
。 



私
の
恩
師
原
・
田
中
両
先
生
は
辻
博
士
門
下
の
イ
ン
ド
古
典
研
究
者
だ
っ
た
の
で
、
学
ぶ
テ
キ
ス
ト
は
文
法
・
修
辞
の
整
っ
た
イ
ン
ド
古
典
で
、

和
訳
に
当
っ
て
は
、
モ
ニ
エ
ル
・
ベ
ー
ト
リ
ン
ク
・
マ
ク
ド
ー
ネ
ル
・
ア
ー
プ
テ
の
分
厚
く
重
い
『
梵
英
辞
典
』『
梵
独
辞
典
』
を
片
手
に
原
文
を

文
法
・
語
法
に
従
っ
て
正
確
に
読
み
、
自
分
の
頭
で
訳
語
を
よ
く
吟
味
し
和
訳
す
る
の
が
重
要
で
ま
た
そ
れ
が
当
然
だ
っ
た
。
仏
典
の
よ
う
に
『
疏
』

や
チ
ベ
ッ
ト
訳
や
漢
訳
と
い
っ
た
参
考
文
献
が
あ
れ
ば
至
便
か
つ
楽
な
の
だ
が
、
当
時
『
梵
和
大
辞
典
』（
鈴
木
学
術
財
団
）
も
な
く
、
英
訳
本
・

独
訳
本
は
貧
乏
学
生
の
私
に
は
入
手
困
難
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
和
訳
に
は
自
助
努
力
し
て
実
力
を
付
け
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の

お
か
げ
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
の
文
法
や
修
辞
を
正
確
に
読
み
取
る
力
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
独
特
の
語
と
語
の
つ
な
が
り
や
合
成
語
（
コ
ン
パ

ウ
ン
ド
、
宗
祖
大
師
が
言
う
「
六
合
釈
」）
の
理
解
力
が
つ
い
た
の
は
確
か
で
、
仏
典
や
真
言
・
陀
羅
尼
の
仏
教
梵
語
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
も
、

そ
れ
は
大
い
に
役
に
立
っ
た
。
だ
か
ら
私
の
場
合
、
仏
典
の
梵
文
和
訳
の
際
、
訳
語
に
関
し
て
漢
訳
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
見
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。 

 

蛇
足
な
が
ら
、
例
え
ば
「
奠
供
」
で
知
ら
れ
る
「
四
智
讃
」
冒
頭
の
「O

/
 v

ajra-satv
a sa/

g
rah

qd

」
の
「sa/

g
rah

qd

」
の
和
訳
で
あ
る
。
こ
の

部
分
の
従
来
の
和
訳
事
例
を
見
る
と
、
名
だ
た
る
仏
教
学
者
の
大
半
が
、
漢
訳
の
「
摂
受
故
」
に
盲
従
す
る
か
の
よ
う
に
、「
金
剛
薩
埵
の
摂
受
の

故
に
」「
金
剛
薩
埵
が
摂
受
す
る
が
故
に
」「
金
剛
薩
埵
が
摂
受
す
る
か
ら
」
で
お
茶
を
に
ご
し
て
い
る
。
漢
訳
を
見
な
け
れ
ば
「
摂
受
」
と
い
う

和
訳
語
は
出
て
こ
な
い
。
原
語
の
「sa/

g
rah

a
」
は
、
日
本
語
で
は
「
捕
え
る
こ
と
」「
つ
か
む
こ
と
」「
保
つ
こ
と
」「
摂
取
す
る
こ
と
」「
集
め
る

こ
と
」「
包
含
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
漢
訳
の
「
摂
受
」
が
妙
訳
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
「v

ajra-satv
a

」（
金
剛
薩
埵
）
の
奥
義

（
菩
提
心
）
が
頭
に
浮
か
ば
な
い
の
か
、
と
ど
の
つ
ま
り
「
摂
受
」
で
そ
の
場
を
し
の
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
文
法
的
に
言
え
ば
、
こ
の

「
四
智
讃
」
の
四
句
の
主
語
は
、
表
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
四
句
目
の
「b

h
av

a

」
の
か
く
れ
た
主
語
「
汝
、
あ
な
た
」
で
あ
っ
て
「v

ajra-satv
a

」

（
金
剛
薩
埵
）
で
は
な
い
か
ら
、
そ
も
そ
も
「
金
剛
薩
埵
の
摂
受
の
故
に
」「
金
剛
薩
埵
が
摂
受
す
る
が
故
に
」「
金
剛
薩
埵
が
摂
受
す
る
か
ら
」

と
訳
さ
れ
た
名
だ
た
る
仏
教
学
者
は
そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
実
力
の
ほ
ど
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
漢
訳
を
あ
て
に
し
て
い
る
と
こ
う
な
る
、

と
い
う
事
例
で
あ
る
。
私
は
漢
訳
を
見
な
い
の
で
、「（
あ
な
た
は
）
金
剛
薩
埵
（
の
よ
う
に
本
有
の
菩
提
心
）
を
自
覚
し
保
っ
て
い
る
か
ら
」
と

訳
し
て
い
る
。 

 

以
上
、
長
い
「
ま
え
が
き
」
に
な
っ
た
が
、
こ
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
」
を
読
む
に
当
り
、
原
文
は
「
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
版
（
大
正NO.2701

）
を
依
用
し
た
。
多
少
の
判
読
に
困
る
旧
字
・
異
字
が
あ
る
が
、「
電
子
版 

弘
法
大
師
全
集 

増
補
三
版
」
第
二
輯

第
七
巻
所
収
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
私
な
り
に
直
し
て
読
ん
だ
。 

 



原
文
に
続
い
て
「
書
き
下
し
」
を
付
し
た
。「
書
き
下
し
」
に
当
っ
て
は
、
ほ
ぼ
『
電
子
版 

弘
法
大
師
全
集
』
に
従
っ
た
。 

「
書
き
下
し
」
に
続
い
て
「
私
訳
」
を
付
け
た
。
私
な
り
の
現
代
語
訳
で
あ
る
。
現
代
語
訳
に
当
っ
て
は
、
で
る
だ
け
原
文
に
忠
実
な
こ
と
を

心
が
け
た
。
時
に
本
宗
の
碩
学
で
現
管
長
布
施
浄
慧
猊
下
の
ご
労
作
（『
弘
法
大
師 

空
海
全
集
』
第
四
巻
所
収
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
」）
を

参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

「
私
訳
」
の
あ
と
の
「
註
記
」
は
、
専
門
語
や
難
解
な
語
の
解
説
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
が
、
調
べ
尽
く
せ
な
い
も
の
や
長
く

な
る
の
で
簡
略
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

伝
統
教
学
に
う
と
い
私
な
り
に
先
学
の
研
究
を
で
き
る
だ
け
探
し
出
し
、
そ
れ
ら
に
も
目
を
通
し
た
。
多
く
の
学
恩
に
感
謝
し
て
い
る
。
誤
字
・

誤
記
に
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。 

                



■
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
」 

原
文
・
書
き
下
し
・
註
記
・
私
訳
・
付
記 

 

【
原
文
】 

夫
梵
字
悉
曇
者
印
度
之
文
書
也
。
西
域

云
。
梵
天
所
製
。
五
天
竺
國
皆
用
此
字
。
然
因
地
隨
人
稍
有
増
減
。
語
其
骨
體
以
此
爲
本
。
劫
初
之
時

世
無
法
教
。
梵
王
下
來
授
以
此
悉
曇
章
。
根
原
四
十
七
言
流
派
餘
一
萬
。
世
人
不
解
元
由
謂
梵
王
所
作
。
若
依
大
毘
盧
遮
那
經
云
。
此
是
文
字
者

自
然
道
理
之
所
作
也
。
非
如
來
所
作
。
亦
非
梵
王
諸
天
之
所
作
。
若
雖
有
能
作
者
如
來
不
隨
喜
。
諸
佛
如
來
以
佛
眼
觀
察
此
法
然
之
文
字
。
即
如

實
而
説
之
利
益
衆
生
。
梵
王
等
傳
受
轉
教
衆
生
。
世
人
但
知
彼
字
相
。
雖
日
用
而
未
曾
解
其
字
義
。
如
來
説
彼
實
義
。
若
隨
字
相
而
用
之
則
世
間

之
文
字
也
。
若
解
實
義
則
出
世
間
陀
羅
尼
之
文
字
也
。
所
謂
陀
羅
尼
者
梵
語
也
。
唐
翻
云
總
持
。
總
者
總
攝
持
者
任
持
。
言
於
一
字
中
總
攝
無
量

教
文
。
於
一
法
中
任
持
一
切
法
。
於
一
義
中
攝
持
一
切
義
。
於
一
聲
中
攝
藏
無
量
功
徳
。
故
名
無
盡
藏
。 

 

【
書
き
下
し
】 

夫
れ
梵
字
悉 し

っ

曇 た
ん

は
印
度
の
文
書
な
り
。
西
域
記
に
云
わ
く
。
梵
天
の
所
製
な
り
。
五
天
竺
國
に
は
皆
此
の
字
を
用
う
。
然
れ
ど
も
地
に
因
り
人
に

隨
い
稍 や

や

増
減
有
り
。
其
の
骨
體

こ
つ
た
い

を
語
る
に
此
を
以
て
本 も

と

と
爲
す
」
と
。
劫 ご

う

初 し
ょ

の
時
に
は
世
に
法
教
無
し
。
梵
王
下
來
し
て
授
る
に
此
の
悉 し

っ

曇 た
ん

章
し
ょ
う

を

以
て
す
。
根
原
は
四
十
七
言
、
流
派
は
一
萬
に
餘
れ
り
。
世
人
元 げ

ん

由 ゆ
う

を
解
せ
ず
し
て
梵
王
の
所
作
と
謂
え
り
。
若
し
大
毘
盧
遮
那
經
に
云
う
に
依

ら
ば
、
此
れ
是
の
文
字
は
自
然
の
道
理
の
所
作
な
り
。
如
來
の
所
作
に
非
ず
。
亦
た
梵
王
諸
天
の
所
作
に
も
非
ず
。
若
し
能
作
の
者
有
り
と
雖
も

如
來
は
隨
喜
し
た
ま
わ
ず
。
諸
佛
如
來
は
佛 ぶ

つ

眼 げ
ん

を
以
て
此
の
法
然
の
文
字
を
觀
察
す
。
即
ち
實
の
如
く
而
も
之
を
説
い
て
衆
生
を
利
益
し
た
も
う
。

梵
王
等
傳
受
し
て
轉
じ
て
衆
生
に
教
う
。
世
人
は
但
だ
彼
の
字
相
を
知
り
て
、
日
に
用
う
と
雖
も
而
も
未
だ
曾
て
其
の
字
義
を
解
せ
ず
。
如
來
は

彼
の
實
義
を
説
き
た
も
う
。
若
し
字
相
に
隨
っ
て
而
も
之
を
用
う
れ
ば
則
ち
世
間
の
文
字
な
り
。
若
し
實
義
を
解
す
れ
ば
則
ち
出
世
間
の
陀
羅
尼

の
文
字
な
り
。
謂
う
所
の
陀
羅
尼
と
は
梵
語
な
り
。
唐
に
は
翻
じ
て
總
持
と
云
う
。
總
と
は
總
攝
、
持
と
は
任
持
な
り
。
言
わ
く
、
一
字
の
中
に



於
い
て
無
量
の
教
文
を
總
攝
し
、
一
法
の
中
に
於
い
て
一
切
の
法
を
任
持
し
、
一
義
の
中
に
お
い
て
一
切
の
義
を
攝
持
し
、
一
聲
の
中
に
お
い
て

無
量
の
功
徳
を
攝
藏
す
。
故
に
無
盡
藏
と
名
づ
く
。 

 

【
私
訳
】 

そ
も
そ
も
、
梵
字
や
悉
曇
は
イ
ン
ド
の
書
体
で
あ
る
。
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
は
「
梵
天
が
作
っ
た
も
の
で
、
イ
ン
ド
で
は
ど
こ
で
も
こ
の

文
字
を
使
っ
て
い
る
が
、
地
方
に
よ
り
人
に
よ
っ
て
（
文
字
に
）
多
少
の
増
減
が
あ
る
。
そ
の
骨
格
を
説
明
す
る
の
に
こ
れ
を
基
本
に
し
て
い
る

の
で
あ
る
」
と
云
う
。
こ
の
世
の
は
じ
ま
り
の
時
に
は
仏
法
は
な
く
、
梵
天
が
天
か
ら
下
り
て
き
て
こ
の
悉
曇
字
母
表
を
（
人
々
に
）
授
け
た
の

で
あ
る
。
根
源
の
字
は
四
十
七
、
悉
曇
の
流
派
は
一
万
を
越
え
る
。
世
間
の
人
た
ち
は
悉
曇
の
元
の
由
来
も
理
解
し
な
い
で
梵
天
の
作
だ
と
言
う
。

し
か
し
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
が
云
う
所
に
よ
れ
ば
、
梵
字
は
自
然
の
道
理
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
如
来
の
作
で
も
な
く
、
梵
天

や
諸
天
神
の
作
で
も
な
い
。
も
し
誰
か
作
っ
た
者
が
い
た
と
し
て
も
、
如
来
は
そ
れ
に
同
意
し
て
喜
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
諸
仏
如
来
は

仏
眼
に
よ
っ
て
こ
の
法
爾
自
然
の
文
字
を
観
察
し
、
そ
し
て
そ
の
あ
り
の
ま
ま
を
説
い
て
衆
生
を
利
益
し
た
も
う
の
で
あ
る
。
梵
天
な
ど
が
そ
れ

を
伝
え
受
け
、
転
じ
て
衆
生
に
教
え
た
の
で
あ
る
。
世
間
の
人
た
ち
は
そ
の
字
の
形
を
知
っ
て
日
々
に
使
っ
て
い
る
が
、
そ
の
字
義
が
わ
か
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
如
來
は
そ
の
真
実
の
意
味
を
お
説
き
に
な
る
。
も
し
字
の
形
に
従
っ
て
使
う
な
ら
、
そ
れ
は
世
間
一
般
の
文
字
で
あ
り
、

そ
の
（
字
に
内
在
す
る
）
真
実
の
意
味
を
理
解
す
る
な
ら
世
間
を
越
え
た
陀
羅
尼
（
真
実
語
）
の
文
字
で
あ
る
。
そ
の
陀
羅
尼
と
は
梵
語
で
あ
り
、

唐
で
は
翻
訳
し
て
こ
れ
を
総
持
と
云
う
。
總
と
は
總
攝
、
持
と
は
任
持
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
文
字
の
な
か
に
無
量
の
教
文
を
総
摂
し
、
一
つ
の

法
の
な
か
に
一
切
の
法
を
任
持
し
、
一
つ
の
意
味
の
な
か
に
一
切
の
意
味
を
摂
持
し
、
一
つ
の
発
音
の
な
か
に
無
量
の
功
徳
を
摂
蔵
す
る
と
い
う

意
味
で
、
故
に
無
尽
蔵
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
梵
字
：
仏
典
で
真
言
・
陀
羅
尼
な
ど
が
表
記
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
。 

②
悉
曇
：
梵
字
の
書
体
。 

③
西
域
記
：
玄
奘
三
蔵
作
『
大
唐
西
域
記
』。 

④
梵
天
：
仏
神
化
さ
れ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
創
造
神
ブ
ラ
フ
マ
ン
。 

⑤
五
天
竺
國
：
イ
ン
ド
全
体
。 



⑥
劫
初
：
こ
の
世
の
は
じ
め
。 

⑦
悉
曇
章
：
悉
曇
の
字
母
表
。 

⑧
大
毘
盧
遮
那
經
：『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』）。 

⑨
陀
羅
尼
：
梵
字
で
表
記
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
発
音
で
唱
え
る
短
め
の
読
誦
経
文
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
ダ
ー
ラ
ニ
ー 

d
h
qraz

]

」。 

⑩
總
持
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「
ダ
ー
ラ
ナ
ー 

d
h
qraz

q

」、
原
意
は
精
神
集
中
・
摂
持
・
保
持
・
持
続
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
宗
祖
大
師
は
、

「
総
持
」
の
「
総
」
は
「
す
べ
て
」「
一
切
」、
そ
れ
を
包
摂
す
る
こ
と
、「
持
」
は
包
摂
し
た
「
す
べ
て
」「
一
切
」
を
、
持
続
的
に
保
持
す
る

こ
と
と
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
発
音
で
一
点
に
集
中
し
て
持
続
的
に
読
誦
す
る
陀
羅
尼
に
「
す
べ
て
」「
一
切
」
が

摂
受
さ
れ
保
持
さ
れ
る
、
と
言
う
。『
般
若
心
経
秘
鍵
』
で
も
「
真
言
は
不
思
議
な
り
、
～
、
一
字
に
千
理
を
含
み
、
～
」
と
言
っ
て
い
る
、 

  

【
原
文
】 

此
總
持
略
有
四
種
。
一
法
陀
羅
尼
。
二
義
陀
羅
尼
。
三
呪
陀
羅
尼
。
四
菩
薩
忍
陀
羅
尼 

第
一
法
陀
羅
尼
者
。
謂
諸
菩
薩
獲
得
如
是
念
慧
力
持
。

由
此
力
持
聞
未
曾
聞
言
。
未
温
習
未
善
通
利
名
句
文
身
之
所
攝
録
無
量
經
典
。
經
無
量
時
能
持
不
忘
。
是
名
菩
薩
法
陀
羅
尼 

云
何
義
陀
羅
尼
。

謂
如
前
説
。
此
差
別
者
即
於
彼
法
無
量
義
趣
。
心
未
温
習
未
善
通
利
。
經
無
量
時
能
持
不
忘
。
是
名
菩
薩
義
陀
羅
尼 

云
何
呪
陀
羅
尼
。
謂
諸
菩

薩
獲
得
如
是
等
持
自
在
。
由
此
自
在
加
被
能
除
有
情
災
患
。
諸
眞
言
句
令
彼
章
句
悉
皆
第
一
神
驗
。
無
所
唐
捐
能
除
種
種
災
患
。
是
名
菩
薩
呪
陀

羅
尼
云
何
菩
薩
忍
陀
羅
尼
。
謂
諸
菩
薩
成
就
自
然
堅
固
因
行
具
足
妙
慧
。
乃
至
諸
眞
言
章
句
審
諦
思
惟
籌
量
觀
察
。
不
從
他
聞
自3

能
通
達
一
切

法
義
。
是
名
菩
薩
能
得
忍
陀
羅
尼 

已
上
四
種
者
瑜
伽
佛
地
等
論
且
約
人
釋
。 

 

【
書
き
下
し
】 

此
の
總
持
に
略
し
て
四
種
有
り
。
一
に
は
法
陀
羅
尼
。
二
に
は
義
陀
羅
尼
。
三
に
は
呪
陀
羅
尼
。
四
に
は
菩
薩
忍
陀
羅
尼
な
り
。 

第
一
に
、
法
陀
羅
尼
と
は
、
謂
く
、
諸
菩
薩
是
く
の
如
く
の
念 ね

ん

慧 え

力 り
き

持
を
獲
得
す
れ
ば
、
此
の
力
持
に
由
っ
て
、
未
だ
曾
て
聞
か
ざ
る
言
、
未
だ

温
習
せ
ざ
る
、
未
だ
善
く
通
利

つ
う
り

せ
ざ
る
、
名
句

み
ょ
う
く

文
身

も
ん
し
ん

の
攝

し
ょ
う

録 ろ
く

す
る
所
の
無
量
の
經
典
を
聞
く
。
無
量
の
時
を
經
て
能
く
持
し
て
忘
れ
ず
。
是
を



菩
薩
の
法
陀
羅
尼
と
名
づ
く
。 

云
何
が
義
陀
羅
尼
。
謂
く
、
前
に
説
く
が
如
し
。
此
の
差
別
は
即
ち
彼
の
法
の
無
量
の
義
趣
の
、
心
未
だ
温
習
せ
ず
、
未
だ
善
く
通
利
せ
ざ
る
に

於
い
て
、
無
量
の
時
を
經
る
も
能
く
持
し
て
忘
れ
ず
。
是
を
菩
薩
の
義
陀
羅
尼
と
名
づ
く
。 

云
何
が
呪
陀
羅
尼
。
謂
く
、
諸
々
の
菩
薩
是
く
の
如
き
等
持

と
う
じ

自
在
を
獲
得
し
つ
れ
ば
、
此
の
自
在
の
加
被
に
由
っ
て
能
く
有
情
の
災
患
を
除
く
。

諸
々
の
眞
言
の
句
彼
の
章
句
を
し
て
悉
く
皆
第
一
神
驗
な
ら
し
む
。
唐
捐

と
う
え
ん

な
る
所
無
く
能
く
種
種
の
災
患
を
除
く
。
是
れ
を
菩
薩
の
呪
陀
羅
尼
と

名
づ
く
。 

云
何
が
菩
薩
の
忍
陀
羅
尼
。
謂
く
、
諸
々
の
菩
薩
自
然
堅
固
の
因
行
を
成
就
し
妙
慧
を
具
足
し
て
、
乃
至
諸
々
の
眞
言
の
章
句
を
審
諦

し
ん
て
い

に
思
惟
し

籌

量

ち
ゅ
う
り
ょ
う

し
觀
察
し
て
、
他
に
從
っ
て
聞
か
ざ
れ
ど
も
自
ら
能
く
一
切
の
法
義
に
通
達
す
。
是
れ
を
菩
薩
の
能
く
得
る
忍
陀
羅
尼
と
名
づ
く
。
已
上

の
四
種
は
瑜
伽
・
佛
地
等
の
論
に
且
ら
く
人
に
約
し
て
釋
す
。 

 

【
私
訳
】 

こ
の
総
持
に
四
種
あ
っ
て
、
法
陀
羅
尼
・
義
陀
羅
尼
・
呪
陀
羅
尼
・
菩
薩
忍
陀
羅
尼
で
あ
る
。 

第
一
の
法
陀
羅
尼
と
は
、
諸
々
の
菩
薩
が
、
す
べ
て
の
こ
と
を
摂
持
し
保
持
し
て
忘
れ
な
い
念
慧
力
の
保
持
を
獲
得
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

未
だ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
言
葉
や
、
未
だ
修
習
し
た
こ
と
が
な
く
未
だ
よ
く
洞
察
し
て
い
な
い
、
単
語
や
章
句
や
文
字
や
内
容
を
摂
り
録
し
た
、

量
り
知
れ
な
い
経
文
を
聞
く
。
量
り
知
れ
な
い
時
間
を
経
て
そ
れ
を
よ
く
誦
持
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
。
こ
れ
を
菩
薩
の
法
陀
羅
尼
と
言
う
。 

義
陀
羅
尼
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
前
に
説
い
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
が
、
ち
が
う
の
は
、
仏
の
教
え
の
量
り
知
れ
な
い
意
味
や
本
質
に
つ
い
て
、

未
だ
に
く
り
返
し
修
習
し
た
こ
と
も
な
く
、
未
だ
よ
く
洞
察
し
て
い
な
い
な
か
、
量
り
知
れ
な
い
時
間
を
経
て
も
よ
く
誦
持
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
。

こ
れ
を
菩
薩
の
義
陀
羅
尼
と
言
う
。 

呪
陀
羅
尼
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
諸
々
の
菩
薩
が
こ
の
よ
う
な
心
一
境
性
の
一
点
集
中
し
た
境
地
の
自
在
を
得
れ
ば
、
こ
の
自
在
の
加
護
に
よ
り

よ
く
衆
生
の
災
い
と
患
い
を
除
く
。
諸
々
の
真
言
の
句
や
章
句
を
こ
と
ご
と
く
第
一
の
霊
驗
た
ら
し
め
る
。
い
た
ず
ら
に
捨
て
る
こ
と
な
く
よ
く



種
々
の
災
い
や
患
い
を
除
く
。
こ
れ
を
菩
薩
の
呪
陀
羅
尼
と
言
う
。 

菩
薩
の
忍
陀
羅
尼
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
諸
々
の
菩
薩
が
自
ら
堅
固
な
因
位
の
修
行
を
成
就
し
、
サ
ト
リ
の
智
慧
を
体
現
し
て
、
諸
々
の
真
言
の

章
句
を
審
び
ら
か
に
あ
き
ら
か
に
思
惟
し
お
し
は
か
り
観
察
し
て
、
他
人
に
聞
か
な
く
と
も
自
ら
よ
く
一
切
の
法
の
意
味
に
通
達
す
る
。
こ
れ
を

菩
薩
の
よ
く
得
る
忍
陀
羅
尼
と
言
う
。
以
上
四
種
は
『
瑜
伽
師
地
論
』『
佛
地
経
論
』
な
ど
の
論
書
で
、
一
応
人
の
立
場
か
ら
解
釈
さ
れ
て
い
る
。 

 

【
註
記
】 

①
念
慧
力
：
よ
く
す
べ
て
の
こ
と
を
摂
持
し
て
保
持
し
、
忘
れ
な
い
念
力
と
慧
力
の
力
。 

②
通
利
：
よ
く
洞
察
す
る
こ
と
。 

③
名
句
文
身
：『
俱
舎
論
』
巻
五
に
よ
れ
ば
、
名
は
作
想
、
認
識
対
象
の
姿
・
形
を
表
現
す
る
名
詞
・
形
容
詞
・
動
詞
。
句
は
章
、
字
義
を
詮
議
す

る
、
区
別
す
る
。
文
は
字
、
個
々
の
音
を
表
す
字
。『
成
唯
識
論
』
巻
二
に
よ
れ
ば
、
名
は
自
性
、
句
は
差
別
、
文
は
字
。
私
は
、
名
は
単
語
、

句
は
章
句
、
文
は
文
字
、
身
は
意
味
す
る
内
容
、
の
意
に
と
っ
た
。 

④
等
持
：
心
一
境
性
の
一
点
集
中
し
た
境
地
。 

⑤
加
被
：
神
仏
の
加
護
。 

⑥
唐
捐
：
い
た
ず
ら
に
捨
て
る
。 

⑦
瑜
伽
：『
瑜
伽
師
地
論
』。
伝
弥
勒
造
、
玄
奘
訳
。 

⑧
佛
地
：『
佛
地
経
論
』。
親
光
造
、
玄
奘
訳
。『
佛
地
経
』
の
註
釈
書
。 

  

【
原
文
】 

若
據
密
藏
義
更
有
約
法
四
種
之
釋
。
一
者
此
一
字
法
能
與
諸
法
自
作
軌
持
。
於
一
字
中
任
持
一
切
諸
法
。
是
名
法
陀
羅
尼
。
二
者
於
此
一
字
義
中

攝
持
一
切
教
中
義
趣
。
是
名
義
陀
羅
尼
。
三
者
誦
此
一
字
之
時
能
除
内
外
諸
災
患
。
乃
至
得
究
竟
安
樂
菩
提
之
果
。
是
名
呪
陀
羅
尼
。
四
者
若
出

家
若
在
家
若
男
若
女
。
於
日
夜
分
中
若
一
時
二
時
乃
至
四
時
。
觀
念
誦
習
此
一
字
時
。
能
滅
一
切
妄
想
煩
惱
業
障
等
。
頓
證
得
本
有
菩
提
之
智
。

是
名
能
得
忍
陀
羅
尼
。
如
一
字
者
自
餘
一
切
字
義
皆
含
如
是
義
理
。
譬
如
易
一
爻
中
具
含
萬
象
。
龜
十
字
上
悉
知
三
世 

 

 



【
書
き
下
し
】 

若
し
密
藏
の
義
に
據
ら
ば
、
更
に
法
に
約
す
る
四
種
の
釋
有
り
。 

一
に
は
、
此
の
一
字
の
法
能
く
諸
法
の
與 た

め

に
自
ら
軌
持
を
作
り
、
一
字
の
中
に
於
い
て
一
切
の
諸
法
を
任
持
す
。
是
れ
を
法
陀
羅
尼
と
名
づ
く
。 

二
に
は
、
此
の
一
字
の
義
の
中
に
於
い
て
一
切
の
教
の
中
の
義
趣
を
攝
持
す
。
是
れ
を
義
陀
羅
尼
と
名
づ
く
。 

三
に
は
、
此
の
一
字
を
誦
す
る
の
時
能
く
内
外
の
諸
々
の
災
患
を
除
く
。
乃
至
究
竟
安
樂
の
菩
提
の
果
を
得
。
是
れ
を
呪
陀
羅
尼
と
名
づ
く
。 

四
に
は
、
若
し
は
出
家
、
若
し
は
在
家
、
若
し
は
男
、
若
し
は
女
、
日
夜
分
の
中
に
於
い
て
若
し
は
一
時
二
時
乃
至
四
時
に
、
此
の
一
字
を
觀
念

し
誦
習
す
る
時
、
能
く
一
切
の
妄
想
・
煩
惱
・
業
障
等
を
滅
し
、
頓

に
わ
か

に
本
有
菩
提
の
智
を
證
得
す
。
是
れ
を
能
く
忍
陀
羅
尼
を
得
る
と
名
づ
く
。

一
字
の
如
き
は
自
ら
餘
の
一
切
の
字
義
も
皆
是
く
の
如
く
義
理
を
含
め
り
。
譬
え
ば
易
の
一
爻

い
っ
こ
う

の
中
に
具
さ
に
萬
象
を
含
み
、
龜
の
十
字
の
上
に

悉
く
三
世
を
知
る
が
如
し
。 

 

【
私
訳
】 

も
し
、
密
教
的
な
意
味
か
ら
言
え
ば
、
更
に
法
の
立
場
か
ら
四
種
の
解
釈
が
あ
る
。 

一
つ
に
は
、
悉
曇
の
一
文
字
で
表
現
さ
れ
る
法
が
、
自
ら
一
切
諸
法
の
任
持
の
軌
範
と
な
り
、
一
文
字
の
な
か
に
一
切
諸
法
を
摂
り
入
れ
そ
れ
を

保
持
す
る
の
を
法
陀
羅
尼
と
言
う
。 

二
つ
に
は
、
悉
曇
の
一
文
字
の
意
味
の
な
か
で
、
一
切
の
法
教
の
意
味
を
摂
り
入
れ
そ
れ
を
保
持
す
る
の
を
義
陀
羅
尼
と
言
う
。 

三
つ
に
は
、
悉
曇
の
一
文
字
を
読
誦
す
る
時
、
よ
く
内
外
の
諸
々
の
災
い
や
患
い
を
滅
除
し
、
さ
ら
に
究
極
の
安
楽
で
あ
る
菩
提
の
果
位
を
得
る

の
を
呪
陀
羅
尼
と
言
う
。 

四
つ
に
は
、
あ
る
い
は
出
家
、
あ
る
い
は
在
家
、
又
は
男
、
又
は
女
が
、
日
中
あ
る
い
は
夜
中
、
い
っ
時
・
ふ
た
時
ま
た
は
一
日
中
、
悉
曇
の
一

文
字
に
一
点
集
中
し
て
観
想
し
そ
れ
を
修
誦
す
る
時
、
よ
く
一
切
の
妄
想
・
煩
惱
・
業
障
な
ど
を
抑
滅
し
、
す
み
や
か
に
本
有
の
仏
智
を
悟
る
の

を
「
よ
く
忍
陀
羅
尼
を
得
る
」
と
言
う
。 

悉
曇
の
一
字
は
自
ら
他
の
一
切
の
字
の
意
味
も
こ
の
よ
う
な
法
理
を
含
ん
で
い
る
。
譬
え
ば
、
中
国
の
易
で
言
う
一
爻
の
な
か
に
万
象
を
含
み
、



万
年
を
生
き
る
亀
の
亀
甲
十
字
紋
の
上
に
三
世
の
で
き
ご
と
を
こ
と
ご
と
く
知
る
よ
う
に
。 

 

【
註
記
】 

①
軌
持
：
任
持
の
軌
範
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
法
の
二
義
で
は
、「
任
持
自
性
」「
軌
生
物
解
」（
認
識
対
象
そ
れ
自
体
の
自
性
を
任
持
し
、
認
識
や
行
為

の
規
範
と
な
る
）。 

②
一
爻
：
易
の
卦
を
組
み
立
て
る
横
組
。
陽
爻
（

）
と
陰
爻
（

）
が
あ
る
。
八
卦
は
三
爻
。 

③
龜
の
十
字
：
亀
甲
十
字
紋
。 

  

【
原
文
】 

又
有
五
種
總
持
。
謂
一
者
聞
持
。
二
法
持
。
三
義
持
。
四
根
持
。
五
藏
持
。
一
聞
持
者
。
謂
耳
聞
此
一
字
聲
。
具
識
五
乘
之
法
教
及
顯
教
密
教
之

差
別
。
不
漏
不
失
即
不
妄
聽
也
。
二
法
持
者
。
謂
念
不
住
不
忘
流
於
蘊
中
。
三
義
持
者
。
謂
假
實
二
法
因
縁
性
空
。
四
根
持
者
。
謂
六
縁
念
更
無

餘
境
。
五
藏
持
者
。
謂
第
九
阿
磨
羅
識
即
佛
性
淨
識
是
也
。
如
是
五
種
亦
約
人
釋
。 

若
約
法
釋
更
有
五
種
。
恐
繁
不
述 

 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
五
種
の
總
持
有
り
。
謂
わ
く
、
一
に
は
聞
持
、
二
に
は
法
持
、
三
に
は
義
持
、
四
に
は
根
持
、
五
に
は
藏
持
な
り
。 

一
に
聞
持
と
は
、
謂
わ
く
、
耳
に
此
の
一
字
の
聲
を
聞
い
て
、
具
に
五
乘
の
法
教
及
び
顯
教
密
教
の
差
別
を
識 さ

と

り
、
漏
ら
さ
ず
失
わ
ず
即
ち
妄
聽

せ
ざ
る
な
り
。 

二
に
法
持
と
は
、
謂
わ
く
、
念
は
住
せ
ず
忘
れ
ず
、
蘊
の
中
に
お
い
て
流
る
る
な
り
。 

三
に
義
持
と
は
、
謂
わ
く
。
假 け

・
實
の
二
法
の
因
縁
は
性
空
な
り
。 

四
に
根
持
と
は
、
謂
わ
く
、
六
縁
念
更
に
餘
の
境
無
し
。 



五
に
藏
持
と
は
、
謂
わ
く
、
第
九
の
阿
磨

あ
（
ん
）
ま

羅 ら

識 し
き

即
ち
佛
性
・
淨
識
是
れ
な
り
。 

是
く
の
如
く
五
種
は
亦
た
人
に
約
し
て
釋
す
。 

若
し
法
に
約
し
て
釋
さ
ば
更
に
五
種
有
り
。
繁
を
恐
れ
て
述
べ
ず
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、
五
種
の
總
持
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
に
聞
持
、
二
に
法
持
、
三
に
義
持
、
四
に
根
持
、
五
に
藏
持
で
あ
る
。 

一
に
聞
持
と
い
う
の
は
、
耳
に
こ
の
悉
曇
の
一
字
の
音
を
聞
き
、
あ
き
ら
か
に
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
法
教
や
顯
教
と
密
教
の
ち
が
い

を
悟
り
、
そ
れ
を
漏
ら
さ
ず
失
わ
な
い
こ
と
。
す
な
わ
ち
虚
妄
で
聴
か
な
い
こ
と
を
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

二
に
法
持
と
い
う
の
は
、
諸
法
に
一
点
集
中
し
て
思
念
す
る
こ
と
は
、
一
対
象
に
留
ま
ら
ず
ま
た
忘
れ
も
せ
ず
、
五
蘊
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）

の
中
で
次
々
と
持
続
的
に
流
転
す
る
の
を
持
す
る
こ
と
。 

三
に
義
持
と
い
う
の
は
、
仮
有
と
実
有
の
二
つ
の
事
物
事
象
の
在
り
方
の
由
来
は
本
性
空
で
あ
る
、
と
い
う
教
理
を
持
す
る
こ
と
。 

四
に
根
持
と
い
う
の
は
、
六
境
に
一
点
集
中
し
て
そ
れ
を
思
念
し
憶
念
す
る
能
力
を
持
し
、
さ
ら
に
他
の
境
が
な
い
こ
と
。 

五
に
藏
持
と
い
う
の
は
、
第
九
識
の
阿
磨
羅
識
、
す
な
わ
ち
仏
性
・
清
浄
識
を
持
す
る
こ
と
。 

以
上
の
五
種
は
ま
た
人
に
約
し
て
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。 

も
し
法
に
約
し
て
釈
す
る
な
ら
さ
ら
に
五
種
が
あ
る
。
く
ど
く
な
る
の
で
述
べ
な
い
。 

 

【
註
記
】 

①
五
乘
：
人
乗
・
天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
。 

②
假
・
實
：
仮
有
（
仮
設
）
と
実
有
（
実
在
）。 

③
性
空
：
本
性
は
空
で
あ
る
。 

④
根
：
五
根
。
根
は
能
力
。 

⑤
六
縁
念
：
六
縁
は
六
根
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
の
認
識
対
象
の
六
境
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
）。
念
は
五
根
（
信
根
・
精
進
根
・

念
根
・
定
根
・
慧
根
）
の
う
ち
の
念
根
。
認
識
対
象
に
一
点
集
中
し
て
そ
れ
を
思
念
す
る
能
力
。 

⑥
境
：
六
境
。 

⑦
阿
磨
羅
識
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「am

ala-v
ij`

qn
a

」（
無
垢
識
・
清
浄
識
）。
唯
識
学
派
で
ア
ー
ラ
ヤ
識
（
第
八
識
）
に
加
上
さ
れ
た
第
九
識
。



真
諦
（
無
著
『
摂
大
乗
論
』）
系
で
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
奥
に
独
立
し
て
あ
る
深
層
意
識
、
玄
奘
系
の
有
相
唯
識
で
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
無
垢
清
浄
な

は
た
ら
き
、
サ
ト
リ
・
仏
性
が
内
在
す
る
深
層
意
識
。 

  

【
原
文
】 

是
五
種
四
種
陀
羅
尼
即
明
如
來
四
智
五
智
之
徳
。
佛
地
經
等
顯
教
則
但
説
四
智
。
故
佛
地
瑜
伽
等
論
説
四
種
陀
羅
尼
。
若
於
大
毘
盧
遮
那
及
金
剛

頂
經
等
祕
密
藏
中
。
具
説
如
來
自
受
用
五
智
等
相
應
之
趣
。
故
説
五
種
陀
羅
尼
。
如
是
五
種
智
爲
根
本
。
云
何
五
智
。
謂
一
者
大
圓
鏡
智
。
二
者

平
等
性
智
。
三
者
妙
觀
察
智
。
四
者
成
所
作
智
。
五
者
法
界
體
性
智
。
從
此
五
智
流
出
三
十
七
智
一
百
二 

十
八
智
乃
至
十
佛
刹
微
塵
數
不
可
説
不

可
説
一
切
智
智
。
如
是
無
量
智
悉
含
一
字
中
。
一
切
衆
生
皆
悉
具
足
如
是
無
量
佛
智
。
然
衆
生
不
覺
不
知
。
是
故
如
來
慇
懃
悲
歎
。
悲
哉
衆
生
去

佛
道
甚
近
。
然
被
無
明
客
塵
之
所
覆
弊
。
不
解
宅
中
之
寶
藏
。
輪
轉
三
界
沈
溺
四
生
。
是
故
以
種
種
身
相
種
種
方
便
。
説
種
種
法
利
諸
衆
生
。
如

涅
槃
經
云
。
世
間
所
有
一
切
教
法
皆
是
如
來
之
遺
教
。
然
則
内
外
法
教
悉
從
如
來
而
流
出
。
如
來
雖
具
如
是
自
在
方
便
。
而
此
字
母
等
非
如
來 

所

作
。
自
然
道
理
之
所
造
。
如
來
佛
眼
能
觀
覺
知
如
實
開
演
而
已 

 

 

【
書
き
下
し
】 

是
の
五
種
・
四
種
の
陀
羅
尼
は
、
即
ち
如
來
の
四
智
・
五
智
の
徳
を
明
か
す
。
佛
地
經
等
の
顯
教
に
は
則
ち
但
だ
四
智
を
説
き
、
故
に
佛
地
瑜
伽

等
の
論
に
は
四
種
の
陀
羅
尼
を
説
く
。
若
し
大
毘
盧
遮
那
及
び
金
剛
頂
經
等
の
祕
密
藏
の
中
に
於
い
て
は
、
具
に
如
來
自
受
用
の
五
智
等
の
相
應

の
趣
を
説
く
。
故
に
五
種
の
陀
羅
尼
を
説
く
。
是
く
の
如
く
五
種
の
智
を
根
本
と
爲
す
。
云
何
が
五
智
。
謂
わ
く
、
一
に
は
大
圓

だ
い
え
ん

鏡
き
ょ
う

智 ち

、
二
に
は

平

等

性

び
ょ
う
ど
う
し
ょ
う

智 ち

、
三
に
は
妙
觀
察

み
ょ
う
か
ん
ざ
つ

智 ち

、
四
に
は
成

じ
ょ
う

所
作

し
ょ
さ

智 ち

、
五
に
は
法
界
體

ほ
っ
か
い
た
い

性
し
ょ
う

智 ち

な
り
。
此
の
五
智
從
り
、
三
十
七
智
、
一
百
二 

十
八
智
、

乃
至
十
佛
刹
微
塵
數
の
不
可
説
不
可
説
の
一
切
智
智
を
流
出
す
。
是
く
の
如
く
無
量
の
智
悉
く
一
字
の
中
に
含
め
り
。
一
切
の
衆
生
皆
悉
く
是
く

の
如
く
無
量
の
佛
智
を
具
足
せ
り
。
然
れ
ど
も
衆
生
は
覺
せ
ず
知
せ
ず
。
是
の
故
に
如
來
は
慇
懃
に
悲
歎
し
た
も
う
。
悲
し
い
か
な
、
衆
生
の
佛

道
を
去
る
こ
と
甚
だ
近
し
。
然
も
無
明

む
み
ょ
う

の
客 か

く

塵 じ
ん

に
覆
弊

ふ
く
へ
い

さ
れ
て
、
宅
中
の
寶
藏
を
解
せ
ず
し
て
、
三
界
を
輪
轉
し
四
生

し
し
ょ
う

に
沈
溺
す
。
是
の
故
に
種



種
の
身
相
、
種
種
の
方
便
を
以
て
、
種
種
の
法
を
説
き
、
諸
々
の
衆
生
を
利
す
。
涅
槃
經
に
云
う
が
如
し
。
世
間
に
所
有
す
る
一
切
の
教
法
は
皆

是
れ
如
來
の
遺
教
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
内
外
の
法
教
は
悉
く
如
來
從
り
而
も
流
出
せ
り
。
如
來
は
是
く
の
如
く
の
自
在
方
便
を
具
す
と
雖
も
。
而

も
此
の
字
母
等
は
如
來
の
所
作
に
非
ず
。
自
然
の
道
理
の
造
る
所
な
り
。
如
來
は
佛 ぶ

つ

眼 げ
ん

を
以
て
能
く
觀
じ
覺
知
し
て
如
實
に
開
演
し
た
も
う
の
み 

 

 

【
私
訳
】 

こ
の
五
種
と
四
種
の
陀
羅
尼
は
、
如
来
の
四
智
と
五
智
の
智
徳
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。『
仏
地
経
論
』
な
ど
の
顯
教
で
は
た
だ
四
智
を
説
く
か
ら
、

『
佛
地
経
論
』『
瑜
伽
師
地
論
』
な
ど
の
論
書
に
は
四
種
の
陀
羅
尼
を
説
く
。
他
方
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
や
『
金
剛
頂
経
』
な
ど
の

密
教
経
典
で
は
、
詳
細
に
、（
大
日
）
如
来
が
自
ら
の
サ
ト
リ
の
境
地
（
自
内
証
）
を
自
ら
享
受
す
る
（
自
受
用
）
五
智
な
ど
が
、
互
い
に
相
応
し

合
う
妙
境
を
説
く
の
で
、
五
種
の
陀
羅
尼
を
説
い
て
い
る
。（
密
教
で
は
）
こ
の
よ
う
に
五
智
を
根
本
と
す
る
。 

五
智
と
は
何
か
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
は
大
円
鏡
智
、
第
二
は
平
等
性
智
、
第
三
は
妙
観
察
智
、
第
四
は
成
所
作
智
、
第
五
は
法
界
體
性
智
で
あ

る
。
こ
の
五
智
か
ら
、
三
十
七
智
・
一
百
二 
十
八
智
、
さ
ら
に
は
十
の
仏
国
土
の
微
か
な
塵
埃
ほ
ど
の
数
の
、
言
葉
で
は
説
く
こ
と
の
で
き
な
い

仏
智
を
流
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
量
り
知
れ
な
い
智
が
皆
（
悉
曇
の
）
一
字
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
一
切
の
衆
生
は
皆
こ
と
ご
と
く
、

こ
の
よ
う
な
量
り
知
れ
な
い
仏
智
を
本
来
具
え
て
い
る
。
し
か
し
衆
生
は
そ
れ
を
覺
る
こ
と
も
な
く
知
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
故
に
如
来
は
心
か

ら
悲
し
み
歎
か
れ
た
の
で
あ
る
。「
悲
し
い
こ
と
よ
、
衆
生
は
仏
道
を
か
ら
極
め
て
近
く
に
あ
る
の
に
、
生
命
欲
の
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
自
分
の
家
の

な
か
に
あ
る
宝
の
蔵
（
仏
智
）
を
理
解
せ
ず
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
迷
妄
の
な
か
を
輪
廻
し
、
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
の
生
に
溺
れ
て

い
る
」
と
。
こ
の
故
に
、
如
来
は
い
く
つ
も
の
姿
に
な
り
、
い
く
つ
も
の
仮
の
手
段
を
用
い
、
い
く
つ
も
の
教
え
を
説
き
、
諸
々
の
衆
生
を
救
う

の
で
あ
る
。『
大
般
涅
槃
経
』
に
云
う
通
り
で
あ
る
。
世
間
に
広
ま
っ
て
い
る
す
べ
て
の
仏
法
は
、
皆
如
来
が
（
衆
生
の
た
め
に
）
遺
し
た
教
え
で

あ
る
。
従
っ
て
、
仏
教
内
外
の
教
え
は
皆
如
来
か
ら
流
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
如
来
は
こ
の
よ
う
に
自
在
の
仮
の
手
段
を
本
来
具
え
て
い
る
が
、

こ
の
悉
曇
の
字
母
な
ど
は
如
来
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
自
然
の
道
理
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
如
来
は
仏
智
の
眼
で
そ
の
こ
と
を
よ
く
観
察

し
自
然
の
道
理
を
覚
っ
て
そ
の
ま
ま
に
開
示
し
述
べ
ら
れ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
四
智
：
大
円
鏡
智
・
平
等
性
智
・
妙
観
察
智
・
成
所
作
智
。
顕
教
。 



②
五
智
：
四
智
に
法
界
体
性
智
。
密
教
。 

③
佛
地
経
：『
佛
地
経
論
』（
親
光
作
、
玄
奘
訳
）。 

④
瑜
伽
：『
瑜
伽
師
地
論
』（
伝
弥
勒
作
、
玄
奘
訳
）。 

⑤
如
來
自
受
用
の
五
智
：
自
受
用
身
大
日
如
来
の
五
智
。 

⑥
三
十
七
智
：
金
剛
界
の
他
受
用
身
の
四
仏
と
四
波
羅
蜜
菩
薩
・
十
六
大
菩
薩
・
八
供
養
菩
薩
・
四
摂
菩
薩
の
三
十
二
尊
の
三
十
六
智
に
自
受
用

身
の
大
日
の
智
。 

⑦
一
百
二 

十
八
智
：
？ 

⑧
十
佛
刹
微
塵
數
：
十
方
の
仏
国
土
ほ
ど
の
数
え
き
れ
な
い
数
。 

⑨
一
切
智
智
：
完
全
な
サ
ト
リ
の
智
慧
。
仏
智
。 

⑩
無
明
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
「av

id
y
q

」。
よ
く
「
無
知
」
と
現
代
語
訳
さ
れ
る
が
、「
無
明
」
は
無
知
蒙
昧
の
「
無
知
」
で
は
な
く
「
諸
法
無
我
：

を
知
ら
な
い
こ
と
。
私
は
人
間
の
煩
悩
・
迷
妄
の
根
源
で
あ
る
本
能
的
な
「
我
執
」
だ
と
解
釈
し
、
今
流
に
言
え
ば
「
生
き
る
本
能
」「
生
命
欲
」

と
言
っ
て
い
る
。 

⑪
客
塵
：
煩
悩
。 

⑫
四
生
：
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
。 

⑬
涅
槃
經
：『
大
般
涅
槃
経
』。
釈
尊
の
入
滅
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
く
。
原
始
経
典
か
ら
大
乗
経
典
ま
で
あ
る
。 

  

【
原
文
】 

昔
後
漢
明
帝
夢
見
金
人
之
後
。
摩
騰
竺
蘭
等
以
此
梵
文
來
傳
振
旦
。
字
非
篆
隷
語
隔
梵
漢
。
弄
玉
難
信
案
劍
夜
光
。
爲
誘
童
矇
隨
方
翻
説
。
從
爾

已
還
相
承
翻
傳
。
然
梵
字
梵
語
於
一
字
聲
含
無
量
義
。
改
爲
唐
言
但
得
片
玉
。
三
隅
則

。
故
道
安
法
師
著
五
失
之
文
。
義
淨
三
藏
興
不
翻
之
歎
。

是
故
傳
眞
言
之
匠
不
空
三
藏
等
。
教
授
密
藏
眞
言
悉
用
梵
字
。
然
則
此
梵
字
者
。
亙
三
世
而
常
恒
。
遍
十
方
以
不
改
。
學
之
書
之
定
得
常
住
之
佛

智
。
誦
之
觀
之
必
證
不
壞
之
法
身
。
諸
教
之
根
本
諸
智
之
父
母
。
蓋
在
此
字
母
乎
。
所
得
功
徳
不
能
縷
説
。
具
如
華
嚴
般
若
大
毘
盧
遮
那
金
剛
頂

及
涅
槃
等
經
廣
説 

 



【
書
き
下
し
】 

昔
、
後
漢
の
明
帝
は
夢
に
金
人

き
ん
じ
ん

を
見
た
ま
う
の
後
に
、
摩
騰

ま
と
う

・
竺 じ

く

蘭 ら
ん

等
は
此
の
梵
文
を
以
て
來
り
て
振
旦
に
傳
う
。
字
は
篆
隷

で
ん
れ
い

に
非
ず
語
は
梵
漢

を
隔
つ
。
弄 ろ

う

玉
ぎ
ょ
く

信
じ
難
く
案
劍

あ
ん
け
ん

夜
光
り
た
り
。
童
矇

ど
う
も
う

を
誘

い
ざ
な

わ
ん
が
爲
に
方
に
隨
っ
て
翻
説

ほ
ん
ぜ
つ

す
。
爾 し

か

し
從
り
已
還

こ
の
か
た

、
相
承
翻
傳
す
。
然
れ
ど
も

梵
字
・
梵
語
は
一
字
の
聲
に
於
い
て
無
量
の
義
を
含
む
。
改
め
て
唐
言
と
爲
る
に
但
し
片 へ

ん

玉
ぎ
ょ
く

を
得
て
、
三
隅

み
す
み

は
則
ち
闕
け
た
り
。
故
に
道
安

ど
う
あ
ん

法
師

五
失
の
文
を
著
わ
し
、
義
淨

ぎ
じ
ょ
う

三
藏
は
不
翻
の
歎
を
興
す
。
是
の
故
に
眞
言
を
傳
う
る
の
匠
・
不
空
三
藏
等
、
密
藏
の
眞
言
を
教
授
す
る
に
悉
く
梵

字
を
用
い
た
ま
え
り
。
然
れ
ば
則
ち
此
の
梵
字
は
、
三
世
に
亘
っ
て
而
も
常
恒
な
り
。
十
方
に
遍
き
以
て
改
ま
ら
ざ
る
な
り
。
之
を
學
び
、
之
を

書
す
れ
ば
、
定
ん
で
常
住
の
佛
智
を
得
。
之
を
誦
し
、
之
を
觀
ず
れ
ば
、
必
ず
不
壞
の
法
身
を
證
す
。
諸
教
の
根
本
、
諸
智
の
父
母
、
蓋
し
此
の

字
母
に
在
り
。
所
得
の
功
徳
縷 く

わ

し
く
説
く
こ
と
能
わ
ず
。
具
さ
に
華
嚴
・
般
若
・
大
毘
盧
遮
那
・
金
剛
頂
及
び
涅
槃
等
經
に
廣
く
説
く
が
如
し
。 

【
私
訳
】 

昔
、
後
漢
の
明
帝
は
仏
像
を
夢
に
見
た
あ
と
、
迦
葉
摩
騰
や
竺
法
蘭
な
ど
が
こ
の
梵
語
の
仏
典
を
中
国
に
伝
え
た
。
そ
の
字
は
漢
字
の
篆
隷
書
で

は
な
く
、
語
音
は
梵
語
と
漢
語
に
隔
た
り
が
あ
る
。
曲
芸
で
高
く
投
げ
上
げ
た
玉
を
手
に
受
け
る
の
は
信
じ
難
く
、
高
く
投
げ
上
げ
ら
れ
た
短
剣

は
夜
光
り
を
放
つ
。（
そ
の
よ
う
な
）
道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
蒙
昧
の
者
を
仏
道
に
引
入
す
る
た
め
に
語
法
に
従
っ
て
翻
訳
し
た
。
そ
れ
以
来
こ
の

方
、
相
承
し
て
梵
語
仏
典
を
漢
訳
し
て
伝
え
た
。
し
か
し
、
梵
字
・
梵
語
は
一
字
の
音
に
量
り
知
れ
な
い
意
味
を
含
む
。
そ
れ
を
改
め
て
唐
語
に

す
る
と
玉
の
一
片
を
得
て
、
大
部
分
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
釈
道
安
は
、
漢
訳
す
る
際
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
文
法
・

修
辞
法
や
意
味
を
失
し
て
も
仕
方
な
し
と
す
る
五
項
目
（
と
、
原
典
の
文
法
・
修
辞
法
や
意
味
を
変
え
て
は
い
け
な
い
三
項
目
）
の
文
を
著
わ
し
、

義
浄
は
梵
語
の
経
文
は
漢
訳
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
を
歎
い
た
。
こ
の
故
に
、
真
言
を
伝
え
る
学
匠
の
不
空
三
蔵
な
ど
は
、
密
教
経
典
の
真
言

を
教
授
す
る
の
に
こ
と
ご
と
く
梵
字
を
お
使
い
に
な
っ
た
。
で
す
か
ら
、
こ
の
梵
字
は
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
っ
て
常
恒
で
あ
り
、
十
方
に

遍
満
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
を
学
び
こ
れ
を
書
け
ば
、
決
っ
て
常
住
の
佛
智
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
誦
し
こ
れ
を
観
想
ず
れ

ば
、
必
ず
堅
固
な
法
身
を
証
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
諸
々
の
教
え
の
根
本
で
あ
り
諸
々
の
智
の
父
母
は
、
こ
の
字
母
の
な
か
に
内
在
し
て
い
る
。



得
ら
れ
る
功
徳
を
縷
々
説
く
こ
と
は
で
き
ず
、
詳
し
く
は
『
華
厳
経
』『
般
若
経
』『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』『
金
剛
頂
経
』『
大
般
涅
槃

経
』
な
ど
に
広
く
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
金
人
：
金
銅
仏
。
仏
像
。 

②
摩
騰
：
竺
法
蘭
と
と
も
に
、
後
漢
の
明
帝
の
時
（
紀
元
五
七
～
七
五
）
に
中
国
に
は
じ
め
て
仏
教
を
伝
え
た
中
イ
ン
ド
の
僧
、
迦
葉
摩
騰

「K
q1y

ap
a-m

qtax
g
a

」。
洛
陽
に
白
馬
寺
を
創
建
し
『
四
十
二
章
経
』
を
漢
訳
し
た
。 

③
竺
蘭
：
摩
騰
と
と
も
に
中
国
に
は
じ
め
て
仏
教
を
も
た
ら
し
た
イ
ン
ド
僧
、
法
蘭
「D

h
rm

a-rak
2a

」。 

④
弄
玉
：
曲
芸
で
玉
を
空
中
に
高
く
投
げ
上
げ
。
こ
れ
を
手
で
受
け
と
め
る
こ
と
。 

⑤
案
劍
：
曲
芸
で
短
剣
を
空
中
に
高
く
投
げ
上
げ
。
こ
れ
を
手
で
受
け
と
め
る
こ
と
。 

⑥
童
矇
：
道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
者
。 

⑦
方
：
方
式
・
方
法
。 

⑧
片
玉
：
玉
の
一
片
。 

⑨
三
隅
：
四
つ
の
隅
の
う
ち
の
三
つ
の
隅
。
一
部
を
知
っ
て
大
部
分
を
知
る
、
の
大
部
分
。 

⑩

：
闕
。 

⑪
道
安
：
釈
道
安
。
五
胡
十
六
国
（
三
〇
四
～
四
三
九
）
時
代
の
中
国
僧
。
西
域
か
ら
の
渡
来
僧
・
仏
図
澄
の
弟
子
。
老
荘
な
ど
の
中
国
伝
統
の

概
念
に
よ
っ
て
仏
典
を
漢
訳
す
る
格
義
仏
教
の
時
代
に
、
仏
教
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
術
語
概
念
で
漢
訳
す
べ
き
と
主
張
し
、「
五
失
本
、
三
不
易
」
を

訳
経
の
基
本
と
し
た
。 

⑫
五
失
：「
五
失
本
、
三
不
易
」
の
「
五
失
本
」。
漢
訳
を
す
る
際
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
文
法
・
修
辞
法
や
意
味
を
失
し
て
も
仕
方
な
し
と

す
る
五
項
目
。「
三
不
易
」
は
原
典
の
文
法
・
修
辞
法
や
意
味
を
変
え
て
は
い
け
な
い
三
項
目
。 

⑬
義
淨
：
唐
の
訳
経
僧
。
六
七
三
年
に
イ
ン
ド
に
渡
り
、
十
年
間
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
僧
院
に
学
ぶ
。
六
九
五
年
に
帰
国
し
、
勅
命
に
よ
っ
て
洛
陽
の

仏
授
記
寺
に
住
し
た
。『
金
光
明
最
勝
王
経
』『
仏
説
大
孔
雀
呪
王
経
』
ほ
か
原
始
経
典
・
律
蔵
な
ど
多
く
の
仏
典
の
漢
訳
を
行
う
。 

  



■
字
母
釈 

【
原
文
】 

音
悉

音
曇

音
囉

音
窣
都 

右
四
字
題
目
。
梵
云
悉
曇
囉
窣
都
。
唐
云
成
就
吉
祥
章 

 

【
書
き
下
し
】 

音
は
悉
（
シ
ッ
）、

音
は
曇
（
ダ
ー
ム
）、

音
は
囉
（
ラ
）、

音
は
窣
都
（
ス
ト
ゥ
）。 

右
の
四
字
は
題
目
な
り
。
梵
に
云
う
、
悉
曇
囉
窣
都
（
し
っ
た
ん
あ
ら
そ
と
）。
唐
に
云
う
成
就
吉
祥
章
。 

 

【
私
訳
】 

音
は
悉
（
シ
ッ
）、

音
は
曇
（
ダ
ー
ム
）、

音
は
囉
（
ラ
）、

音
は
窣
都
（
ス
ト
ゥ
）。 

右
の
四
字
は
題
目
で
あ
る
。
梵
語
で
言
え
ば
「
悉
曇
囉
窣
都
（
し
っ
た
ん
あ
ら
そ
と
）」。
唐
語
で
は
「
成
就
吉
祥
章
」
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
題
目
：
表
題
・ 

②
右
の
四
字
：
宗
祖
大
師
は
、

（sid
d
h
q/

 
rastu

、
シ
ッ
ダ
ー
ム 

ラ
ス
ト
ゥ
）
を
「
悉
曇
囉
窣
都
（
し
っ
た
ん 

あ
ら
そ
と
）」
と

言
い
「
成
就
吉
祥
章
」
と
訳
す
が
、「

 
rastu

ラ
ス
ト
ゥ 

あ
ら
そ
と
」
と
い
う
語
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
な
い
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法

的
に
は
「sid

d
h
ir astu

、
シ
ッ
デ
ィ
ル 

ア
ス
ト
ゥ
」（
成
就
あ
れ
）
で
あ
る
。 

  



◆
摩
多
（
母
音
） 

【
原
文
】 

音
阿
上
聲
呼
訓
無
也
不
也
非
也
。
阿
字
者
是
一
切
法
教
之
本
。
凡
最
初
開
口
之
音
皆
有
阿
聲
。
若
離
阿
聲
則
無
一
切
言
説
。
故
爲
衆
聲
之
母
。

又
爲
衆
字
根
本
。
又
一
切
諸
法
本
不
生
義
。
内
外
諸
教
。
皆
從
此
字
而
出
生
也  

音
阿
去
聲
長
引
呼
一
切
諸
法
寂
靜
不
可
得
義 

音
伊
上
聲
一
切
諸
法
根
不
可
得
義 

音
伊
去
聲
長
引
呼
一
切
諸
法
災
禍
不
可
得
義 

音
塢
上
聲
一
切
諸
法
譬
喩
不
可
得
義 

音
汚
去
聲
長
引
一
切
諸
法
損
減
不
可
得
義 

 

音
哩
上
聲
彈
舌
呼
一
切
諸
法
神
通
不
可
得
義 

音
哩
去
聲
彈
舌
一
切
諸
法
類
例
不
可
得
義 

音

上
聲
舌
引
一
切
諸
法
染
不
可
得
義 

音
嚧
彈
舌
長
引
一
切
諸
法
沈
沒
不
可
得
義 

音
曀
上
一
切
諸
法
求
不
可
得
義 

音
愛
去
一
切
諸
法
自
相
不
可
得
義 

音
汚
上
長
呼
一
切
諸
法
執
瀑
流
不
可
得
義 

音
奧
去
長
引
一
切
諸
法
化
生
不
可
得
義 

音
闇
去
一
切
諸
法
邊
際
不
可
得
義 

音
惡
上
一
切
諸
法
遠
離
不
可
得
義 

 

【
書
き
下
し
】 

 

音
は
阿
（
上

聲

じ
ょ
う
し
ょ
う

呼 こ

）。
訓
は
無
な
り
、
不
な
り
、
非
な
り
。
阿
字
は
是
れ
一
切
の
法
教
の
本
な
り
。
凡
そ
最
初
に
口
を
開
く
の
音
、
皆
阿
の



聲
有
り
。
若
し
阿
の
聲
を
離
れ
ば
則
ち
一
切
の
言
説
無
し
。
故
に
衆
聲
の
母
と
爲
す
。
又
、
衆
字
の
根
本
と
爲
す
。
又
、
一
切
の
諸
法
本

し
ょ
ほ
う
ほ
ん

不
生

ぷ
し
ょ
う

の

義
な
り
。
内
外
の
諸
教
、
皆
此
の
字
從
り
し
て
出
生
す
る
な
り
。  

 

音
は
阿
（
去
聲

き
ょ
し
ょ
う

長
引

ち
ょ
う
い
ん

呼
）。
一
切
の
諸
法
は
寂
靜
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
伊
（
上
聲
）。
一
切
の
諸
法
は
根
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
伊
（
去
聲
長
引
呼
）。
一
切
の
諸
法
は
災
禍
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
塢
（
上
聲
）。
一
切
の
諸
法
は
譬
喩
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
汚
（
去
聲
長
引
）。
一
切
の
諸
法
は
損
減
不
可
得
の
義
。 

 
 

音
は
哩
（
上
聲
彈
舌

た
ん
ぜ
つ

呼
）。
一
切
の
諸
法
は
神
通
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
哩
（
去
聲
彈
舌
）。
一
切
の
諸
法
は
類
例
不
可
得
の
義
。 

 

音
は

（
上
聲
舌
引

ぜ
つ
い
ん

）。
一
切
の
諸
法
は
染
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
嚧
（
彈
舌
長
引
）。
一
切
の
諸
法
は
沈
沒
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
曀
（
上
）。
一
切
の
諸
法
は
求
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
愛
（
去
）。
一
切
の
諸
法
は
自
在
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
汚
（
上
長
呼
）。
一
切
の
諸
法
は
執
瀑
流
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
奧
（
去
長
引
）。
一
切
の
諸
法
は
化
生
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
闇
（
去
）。
一
切
の
諸
法
は
邊
際
不
可
得
の
義
。 

 

音
は
惡
（
上
）。
一
切
の
諸
法
は
遠
離
不
可
得
の
義
。 

 

【
私
訳
】 

 

語
音
は
「
ア
」「a

」
で
あ
る
（
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
す
る
、
呼
び
声
の
よ
う
に
）。 



無
・
不
・
非
と
い
う
否
定
の
意
味
で
あ
る
。
ア
字
は
す
べ
て
の
仏
法
の
基
因
で
あ
る
。
す
べ
か
ら
く
最
初
に
口
を
開
い
た
時
の
声
に
皆
ア
の
音

が
あ
る
。
ア
の
声
を
離
れ
て
す
べ
て
の
語
言
は
な
い
。
だ
か
ら
多
く
の
声
の
母
で
あ
り
、
多
く
の
文
字
の
根
本
で
あ
り
、
一
切
の
諸
法
「
本
不

生 
qd

y
a-an

u
tp

qd
a

」
を
字
義
と
す
る
。
仏
教
内
外
の
諸
々
の
教
え
は
皆
、
こ
の
ア
字
か
ら
出
生
す
る
の
で
あ
る
。 

 

語
音
は
「
ア
ー
」「q

」
で
あ
る
（
最
初
は
強
く
、
次
第
に
弱
め
つ
つ
長
く
延
ば
す
、
呼
び
声
の
よ
う
に
）。 

釈
義
（
語
義
解
釈
）
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
寂
靜
は
な
い
」
の
意
。
字
義
（
意
味
）
と
し
て
は
「
寂
靜 qraz

y
a

」。 

 

 

語
音
は
「
イ
」「i
」
で
あ
る
（
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
す
る
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
根
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
根 

in
d
ry

a

」。 

 

 

語
音
は
「
イ
ー
」「]

」
で
あ
る
（「
ア
ー
」
に
同
じ
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
災
禍
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
災
禍 

]ti

」。 

 

 

語
音
は
「
ウ
」「u

」
で
あ
る
（
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
す
る
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
譬
喩
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
譬
喩 

u
p
am

q

」。 

 

 

語
音
は
「
ウ
ー
」「[

」
で
あ
る
（「
ア
ー
」
に
同
じ
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
損
減
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
損
減 

[
n
a

」。 

  
 

語
音
は
「
リ
」「3

」
で
あ
る
（
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
し
、
舌
を
巻
い
て
は
じ
く
、
呼
び
声
の
よ
う
に
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
神
通
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
神
通 

3d
d
h
i

」。 

 

 

語
音
は
「
リ
ー
」「r ̥̄

」
で
あ
る
（
最
初
は
強
く
、
次
第
に
弱
め
つ
つ
、
舌
を
巻
い
て
は
じ
く
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
類
例
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
類
例
」。 

 



 

語
音
は
「
リ
ョ
」「=

」
で
あ
る
（
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
し
、
舌
を
奥
に
引
く
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
染
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
染
」。 

 

 

語
音
は
「
リ
ョ
ー
「 l ̥̄ 

」
で
あ
る
（
舌
を
巻
い
て
は
じ
き
、
声
を
長
く
延
ば
す
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
沈
沒
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
沈
沒
」。 

 

 

語
音
は
「
エ
ー
」「e
」
で
あ
る
（
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
す
る
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
求
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
求 

e2az
q

」。 

 

 

語
音
は
「
ア
イ
」「ai

」
で
あ
る
（
最
初
は
強
く
、
次
第
に
弱
め
る
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
自
在
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
自
在 

ai1v
ary

a

」。 

 

 

語
音
は
「
オ
ー
」「o

」
で
あ
る
（
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
し
、
長
く
延
ば
す
、
呼
び
声
の
よ
う
に
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
瀑
流
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
瀑
流 

o
g
h
a

」。 

 

 

語
音
は
「
ア
ウ
」「au

」
で
あ
る
（
次
第
に
弱
め
つ
つ
長
く
延
ば
す
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
化
生
は
な
い
」
の
意
。
字
義
は
「
化
生 

au
p
ap

qd
u
k
a

」。 

 

 

語
音
は
「
ア
ム
」「a/

」
で
あ
る
（
次
第
に
弱
め
る
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
辺
際
は
な
い
」
の
意
。
字
義
は
「
辺
際 

an
ta

」。 

 

 

語
音
は
「
ア
ク
」「a4

」
で
あ
る
（
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
す
る
）。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
遠
離
は
な
い
」
の
意
。
字
義
は
「
遠
離 

asta/
-g

am
a

」。 

 



【
註
記
】 

①
上
聲
：
漢
字
の
四
声
の
一
つ
。
尻
上
が
り
に
声
を
高
く
す
る
発
音
。 

②
呼
：
呼
び
声
の
よ
う
に
最
初
は
強
く
声
を
出
す
。 

③
一
切
の
諸
法
本
不
生
：
阿
字
は
「
不
生
」
の
原
語
「
ア
ヌ
ッ
ト
ゥ
パ
ー
ダan
u
tp

qd
a

」
冒
頭
の
「
アa

」
で
、
一
切
の
諸
法
が
不
生
不
滅
、
す
な

わ
ち
空
で
あ
る
こ
と
の
象
徴
、
と
い
う
意
味
。 

④
去
聲
：
漢
字
の
四
声
の
一
つ
。
最
初
が
強
く
次
第
に
弱
ま
る
発
音
。 

⑤
長
引
：
声
を
長
く
延
ば
す
。 

⑥
寂
靜
：
智
山
の
「
梵
字
悉
曇
習
字
帖
」
の
字
母
表
で
は
「
虚
空
」。 

⑦
彈
舌
：
舌
を
巻
い
て
は
じ
く
よ
う
に
声
を
出
す
。 

⑧
舌
引
：
舌
を
奥
に
引
い
て
声
を
出
す
。 

⑨
瀑
流
：『
成
唯
識
論
』
に
「
転
識
の
波
浪
を
生
じ
、
恒
に
無
間
断
な
る
こ
と
、
猶
し
瀑
流
の
如
し
」
と
あ
る
。
次
々
と
波
が
押
し
寄
せ
る
様
。 

⑩
化
生
：
四
生
の
う
ち
の
一
つ
。
母
体
や
卵
な
ど
か
ら
生
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
生
れ
方
。
天
界
や
地
獄
や
中
有
に

生
ず
る
こ
と
。 

⑪
遠
離
：「asta/

-g
am

a

」
の
「as

」
を
「a4

」
に
と
る
。「asta/

-g
am

a

」
の
原
意
は
没
・
滅
・
除
・
断
・
壊
で
、「
遠
離
」
と
い
う
大
師
の
字
義
に

は
疑
問
が
残
る
。 

  

◆
体
文
（
子
音
） 

【
原
文
】 

音
迦
上
聲
呼
一
切
諸
法
離
作
業
義 

音
佉
上
呼
一
切
諸
法
等
虚
空
不
可
得
義 

音
誐
上
呼
一
切
諸
法
行
不
可
得
義 

音
伽
去
重
引
一
切
諸
法
一
合
相
不
可
得
義 

音
仰
鼻
聲
呼
一
切
諸
法
支
分
不
可
得
義 



音
遮
上
聲
一
切
諸
法
離
一
切
遷
變
義 

音
磋
上
一
切
諸
法
無
影
像
義 

音
惹
一
切
諸
法
生
不
可
得
義 

音
鄼
上
重
一
切
諸
法
離
戰
敵
義 

音
壤
上
一
切
諸
法
智
不
可
得
義 

音
吒
上
一
切
諸
法
離
我
慢
義 

音
咤
上
一
切
法
離
長
養
義 

音
拏
上
一
切
法
離
怨
對
義  

音
荼
去
一
切
法
執
持
不
可
得
義 

音
拏
陀
爽
反
鼻
聲
呼
一
切
法
諍
不
可
得
義 

音
多
上
一
切
法
如
如
義 

音
他
上
一
切
法
離
住
處
義 

音
娜
上
一
切
法
離
施
義 

音
馱
去
重
一
切
諸
法
法
界
不
可
得
義 

音
曩
一
切
諸
法
名
不
可
得
義 

音
跛
上
一
切
諸
法
第
一
義
諦
不
可
得
義 

音
頗
上
諸
法
不
堅
如
聚
沫
義 

音
麼
上
諸
法
離
繋
縛
義 

音
婆
上
重
一
切
諸
法
有
不
可
得
義 

音
莽
一
切
諸
法
吾
我
不
可
得
義 

音
野
上
一
切
諸
法
一
切
乘
不
可
得
義 

音
囉
上
一
切
諸
法
離
諸
塵
染
義 

音
邏
上
一
切
法
無
相
義 

音
縛
一
切
諸
法
言
語
道
斷
義 



音
捨
一
切
法
離
寂
義 

音
灑
上
諸
法
本
性
鈍
義 

音
娑
上
一
切
法
諦
不
可
得
義 

音
賀
諸
法
因
不
可
得
義 

音
乞
灑
一
切
諸
法
盡
不
可
得
義 

 

【
書
き
下
し
】 

 

音
は
迦
（
上
聲
、
呼
）。
一
切
の
諸
法
は
作
業
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 

音
は
佉
（
上
、
呼
）。
一
切
の
諸
法
は
等
虚
空
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
誐
（
上
、
呼
）。
一
切
の
諸
法
は
行
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
伽
（
去
、
重
、
引
）。
一
切
の
諸
法
は
一
合
相
不
可
得
義
な
り
。 

 

音
は
仰
（
鼻
聲
、
呼
）。
一
切
の
諸
法
は
支
分
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
遮
（
上
聲
）。
一
切
の
諸
法
は
一
切
の
遷
變
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 

音
は
磋
（
上
）。
一
切
の
諸
法
は
影
像
無
し
の
義
な
り
。 

 

音
は
惹
。
一
切
の
諸
法
は
生
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
鄼
（
上
、
重
）。
一
切
の
諸
法
は
戰
敵
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 

音
は
壤
（
上
）。
一
切
の
諸
法
は
智
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
吒
（
上
）。
一
切
の
諸
法
は
我
慢
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 

音
は
咤
（
上
）。
一
切
の
法
は
長
養
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 

音
は
拏
（
上
）。
一
切
の
法
は
怨
對
を
離
る
る
の
義 

な
り
。 

 

音
は
荼
（
去
）。
一
切
の
法
は
執
持
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
拏
（
陀
の
爽

あ
き
ら

か
に
反 か

え

し
、
鼻
聲
呼
）。
一
切
の
法
は
諍
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
多
（
上
）。
一
切
の
法
は
如
如
の
義
な
り
。 



 

音
は
他
（
上
）。
一
切
の
法
は
住
處
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 
音
は
娜
（
上
）。
一
切
の
法
は
施
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 
音
は
馱
（
去
、
重
）。
一
切
の
諸
法
は
法
界
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
曩
。
一
切
の
諸
法
は
名
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
跛
（
上
）。
一
切
の
諸
法
は
第
一
義
諦
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
頗
（
上
）。
諸
法
は
堅
な
ら
ざ
る
こ
と
聚
沫
の
如
し
の
義
な
り
。 

 

音
は
麼
（
上
）。
諸
法
は
繋
縛
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 

音
は
婆
（
上
、
重
）。
一
切
の
諸
法
は
有
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
莽
。
一
切
の
諸
法
は
吾
我
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
野
（
上
）。
一
切
の
諸
法
は
一
切
の
乘
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
囉
（
上
）。
一
切
の
諸
法
は
諸
々
の
塵
染
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 

音
は
邏
（
上
）。
一
切
の
法
は
無
相
の
義
な
り
。 

 

音
は
縛
。
一
切
の
諸
法
は
言
語
道
斷
の
義
な
り
。 

 

音
は
捨
。
一
切
の
法
は
寂
を
離
る
る
の
義
な
り
。 

 

音
は
灑
（
上
）。
諸
法
は
本
性
鈍
の
義
な
り
。 

 

音
は
娑
（
上
）。
一
切
の
法
は
諦
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
賀
。
諸
法
は
因
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

音
は
乞
灑 

一
切
の
諸
法
は
盡
不
可
得
の
義
な
り
。 

 

【
私
訳
】 

 

音
は
「
キ
ャ 

k
a

」（
上
声
（
前
述
）、
呼
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
作
業
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
作
業 

k
qry

a

」。 

 

 

音
は
「
キ
ャk

h
a

」（
上
（
前
述
）、
呼
（
前
述
））。 



釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
等
虚
空
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
等
虚
空 

k
h
a

」。 

 

 
音
は
「
ギ
ャ 

g
a

」（
上
（
前
述
）、
呼
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
進
み
行
く
こ
と
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
行 

g
ati

」。 

 

 

音
は
「
ギ
ャ 

g
h
a

」（
去
（
前
述
）、
重
（g

h
a

のh
a

、「
グ
ㇵ
」
の
「
ㇵ
」
の
発
音
に
留
意
）、
引
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
一
合
相

い
ち
ご
う
そ
う

は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
一
合 

g
h
an

a

」。 

 

 

音
は
「
ギ
ャ
ウx

g
a

」（
鼻
聲
（x

g
a

の
「
ウ
ン
ガ
」
の
発
音
に
留
意
）
呼
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
支
分
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
支
分 

ax
g
a

」。 

 

 

音
は
「
シ
ャca

」（
上
声
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
遷
變
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
遷
変 

cy
u
ti

」。 

 

 

音
は
「
シ
ャ 

ch
a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
影
像
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
影
像 

ch
qy

q]

」。 

 

 

音
は
「
ジ
ャ 
ja

」。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
生
じ
る
こ
と
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
生 

jqti

」。 

 

 

音
は
「
ジ
ャjh

a

」（
上
（
前
述
））、
重
（
前
述
に
同
じ
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
戰
敵
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
戦
敵
」。 

 



 

音
は
「
ジ
ャ
ウ 

`
a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
智
慧
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
智j̀

qn
a

」。 

 

 

音
は
「
タ 

wa

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
我
慢
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
慢
」。 

 

 

音
は
「
タwh

a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
長
陽
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
長
陽 

v
iwh

ap
an

a

」。 

 

 

音
は
「
ダf

a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
怨
對
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
怨
対 

f
am

ara

」。 

 

 

音
は
「
ダf

h
a

」（
去
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
執
持
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
執
持
」。 

 

 

音
は
「
ダ
ウ 

z
a

」（
陀
の
爽

あ
き
ら

か
に
反 か

え

し
、
鼻
聲
（
前
述
）、
呼
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
諍
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
諍
論 

raz
a

」。 

 

 

音
は
「
タ 

ta

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
法
は
如
如
で
あ
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
如
如 

tath
atq

」。 

 

 

音
は
「
タth

a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
住
處
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
住
処 

sth
qn

a

」。 



 

音
は
「
ダd

a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
施
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
施
与 

d
qn

a

」。 

 

 

音
は
「
ダd

h
a

」（
去
（
前
述
）、
重
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
法
界
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
法
界 

d
h
arm

ad
h
qtu

」。 

 

 

音
は
「
ナ
ウ 

n
a

」。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
名
称
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
名
字 

n
qm

a

」。 

 

 

音
は
「
ハp

a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
第
一
義
諦
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
第
一
義
諦 

p
aram

qrth
a-saty

a

」。 

 

 

音
は
「
ハ 

p
h
a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
諸
法
は
聚
沫
の
よ
う
に
堅
固
で
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
聚
沫 

p
h
en

a

」。 

 

 

音
は
「
バb

a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
繋
縛
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
縛 

b
an

d
h
a

」。 

 

 

音
は
「
バb

h
a

」（
上
（
前
述
）、
重
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
有
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
有 

b
h
av

a

」。 

 

 

音
は
「
マ
ウm

a

」。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
吾
我
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
吾
我 

m
am

a

」。 

 



 

音
は
「
ヤy

a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
乗
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
乗 

y
qn

a

」。 

 

 

音
は
「（
ア
）
ラra

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
諸
々
の
塵
染
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
塵
垢 

rajas

」。 

 

 

音
は
「
ラla

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
法
は
空
の
故
に
無
相
で
あ
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
相 

lak
2az

a

」。 

 

 

音
は
「
バ
（
ヴ
ァ
）v

a

」。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
言
語
道
斷
で
あ
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
言
説 

v
qc

」。 

 

 

音
は
「
シ
ャ1a

」。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
法
は
空
の
故
に
寂
を
離
れ
て
い
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
本
性
寂 

1qn
ti

」。 

 

 

音
は
「
シ
ャ2a

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
諸
法
は
空
の
故
に
本
性
が
鈍
で
あ
る
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
性
鈍 

2az
f
h
a

」。 

 

 

音
は
「
サsa

」（
上
（
前
述
））。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
諦
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
諦 

saty
a

」。 

 

 

音
は
「
カh

a

」。 

釈
義
と
し
て
は
「
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
因
は
な
い
］
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
因
業 

h
etu

」。 

 



 

音
は
「
キ
シ
ャk

2a

」。 

釈
義
と
し
て
は
「
一
切
の
諸
法
は
空
の
故
に
実
在
と
し
て
の
盡
は
な
い
」
の
意
。
字
義
と
し
て
は
「
盡 

k
2ay

a

」。 

 

【
註
記
】 

①
作
業
：「k

qry
a

」。
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
・
事
業
・
作
業
・
所
行
・
所
用
。
行
じ
ら
れ
る
べ
き
修
行
。 

②
等
虚
空
：
虚
空
と
一
体
の
境
地
。 

③
一
合
相
：
全
一
体
と
い
う
執
著
。「
一
合
」
の
原
語
「gh

an
a

」
の
意
味
は
主
に
「
打
つ
」「
殺
す
」「
確
乎
た
る
」「
深
」「
厚
重
」「
大
」「
覆
蔽
」

な
ど
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
「
蜜
な
る
」「
間
断
な
き
」「
全
体
の
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、「g

h
an

a-rasa

」
に
は
「
淳
一
味
」「
香
浄
一
味
」
と

い
う
意
味
が
あ
っ
て
、「
一
合
（
相
）」
を
思
わ
せ
る
。 

ち
な
み
に
『
金
剛
般
若
経
』（
三
十
ｂ
）
に
「
若
世
界
實
有
者
則
是
一
合
相
。
如
来
説
一
合
相
即
非
一
合
相
。
是
名
一
合
相
」
と
あ
り
、「
一
合

相
」
の
原
語
は
「p

iz
f
a-g

rqh
a

」
で
あ
る
。 

④
支
分
：「ax

g
a

」。
支
・
部
分
・
部
門
。『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
「
八
支 

a2wa-ax
g
a

の
ヨ
ー
ガ
」
と
は
「
八
つ
の
部
門
の
行
」
と
い
う
意
味
。 

⑤
影
像
：『
大
日
経
』
の
「
十
縁
生
句
」
に
説
か
れ
、
宗
祖
大
師
が
「
十
喩
」
で
言
う
虚
妄
の
事
例
、「
鏡
に
映
る
影
（
像
）」。 

⑥
戰
敵
：「
戰
敵
」
に
相
当
す
る
「jh

a

」
で
は
じ
ま
る
語
は
な
い
。『
弘
法
大
師 

空
海
全
集
』
第
四
に
所
収
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
」
の
〔
注
〕

二
二
に
掲
げ
ら
れ
た
字
義
表
の
「jh

a-m
ala

」
と
は
何
か
。『
梵
和
大
辞
典
』
に
は
な
い
。 

⑦
我
慢
：「
我
慢
」
に
相
当
す
る
「wa

」
で
は
じ
ま
る
語
は
な
い
。『
弘
法
大
師 

空
海
全
集
』
第
四
に
所
収
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
」
の
〔
注
〕

二
二
に
掲
げ
ら
れ
た
字
義
表
の
「wax

k
a

」
と
は
、『
梵
和
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
「
鑿
（
の
み
）」「
鶴
の
く
ち
ば
し
」「
尖
っ
た
嶺
」
な
ど
の
意
味

で
「
慢
」「
慢
心
」
と
い
っ
た
意
味
は
な
い
。 

⑧
執
持
：「
執
持
」
に
相
当
す
る
「f

h
a

」
で
は
じ
ま
る
語
は
な
い
。『
弘
法
大
師 

空
海
全
集
』
第
四
に
所
収
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
」
の
〔
注
〕

二
二
に
掲
げ
ら
れ
た
字
義
表
の
「f

h
ax

k
a

」
と
は
何
か
。『
梵
和
大
辞
典
』
に
は
な
い
。 

⑨
第
一
義
諦
：
中
観
で
言
う
真
俗
二
諦
説
の
第
一
義
諦
（
真
諦
・
勝
義
諦
）。 

⑩
聚
沫
：『
大
日
経
』
の
「
十
縁
生
句
」
に
説
か
れ
、
宗
祖
大
師
が
「
十
喩
」
で
言
う
虚
妄
の
事
例
、「
浮
泡
」「
泡
」。 

⑪
繋
縛
：
緊
縛
・
結
縛
。
仏
教
に
不
信
の
者
を
捕
え
て
縛
り
仏
道
に
引
導
す
る
意
味
。
例
え
ば
、
不
動
明
王
が
左
手
に
持
つ
羂
索
と
い
う
縄
な
ど
。 

⑫
有
：
事
物
事
象
が
自
ら
の
本
性
（
自
性
）
に
よ
っ
て
生
じ
存
在
し
て
い
る
こ
と
。 



⑬
鈍
：「
鈍
」
に
相
当
す
る
「2a

」
で
該
当
す
る
よ
う
な
語
は
「2az

f
h
a

」
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。 

⑭
諦
：「
諦
」
の
原
語
「saty

a

」
の
日
本
語
訳
は
、
と
く
に
中
観
の
二
諦
説
の
第
一
義
諦
（
真
諦
・
勝
義
諦
）
と
世
俗
諦
（
俗
諦
）
は
難
問
で
あ
る
。

よ
く
安
直
に
「
真
理
」
と
訳
さ
れ
る
が
ど
う
か
。
識
者
は
「
せ
め
て
「
真
実
」
と
訳
す
べ
き
」
と
言
う
。
昔
、
学
生
時
代
、
髙
田
馬
場
駅
か
ら

通
学
途
中
の
西
早
稲
田
で
、
イ
ン
ド
大
使
公
邸
の
門
扉
に
「saty

am
 ev

a jay
ate

」
の
表
示
が
あ
り
、「
真
理
こ
そ
が
勝
つ
」
か
「
真
実
こ
そ
が
勝

つ
」
か
と
思
案
し
ま
し
た
が
、
結
論
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。 

⑮
因
：
基
本
的
に
は
「
因
縁
」
の
「
因
」。
事
物
事
象
が
生
ず
る
直
接
の
動
因
。
そ
の
他
「
因
果
（
応
報
）」
で
言
う
結
果
に
対
す
る
原
因
。「
因
明
」

（
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
）
で
言
う
五
分
作
法
の
う
ち
の
「
理
由
」、
仏
教
論
理
学
で
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
（
陳
那
）
が
言
う
「
因
（
理
由
）
の
三
相
」。 

  

◆
十
二
転 

【
原
文
】 

迦
迦
祈
鷄
句
句
計
蓋
句
哠
欠
迦
入 

右
十
二
字
者
一
箇
迦
字
之
一
轉
也
。
從
此
一
迦
字
母
門
出
生
十
二
字
。
如
是
一
一
字
母
各
各
出
生
十
二
字
。
一
轉
有
四
百
八
字
。
如
是
有
二 

合
三

合
四
合
轉
。
都
有
一
萬
三
千
八
百
七
十
二
字
。 

 

【
書
き
下
し
】 

 

迦
（
キ
ャ
）
迦
（
キ
ャ
ー
）
祈
（
キ
）
鷄
（
キ
ー
）
句
（
ク
）
句
（
ク
ー
）
計
（
ケ
）
蓋
（
カ
イ
）
句
（
コ
ー
）
哠
（
カ
ウ
））
欠
（
キ
ャ
ム
）
迦

（
キ
ャ
ク
）
入
。 

右
の
十
二
字
は
、
一
箇
の
迦
（
キ
ャ
）
字
の
一
轉
な
り
。
此
の
一
の
迦
（
キ
ャ
）
字
母
門
從
り
十
二
字
を
出
生
す
。
是
く
の
如
く
の
一
一
の
字
母

各
々
に
十
二
字
を
出
生
す
。
一
轉
に
四
百
八
字
有
り
。
是
く
の
如
く
二 

合
・
三
合
・
四
合
の
轉
有
り
。
都
て
一
萬
三
千
八
百
七
十
二
字
有
り
。 

 

【
私
訳
】 

 



迦
（
キ
ャ
）
迦
（
キ
ャ
ー
）
祈
（
キ
）
鷄
（
キ
ー
）
句
（
ク
）
句
（
ク
ー
）
計
（
ケ
）
蓋
（
カ
イ
）
句
（
コ
ー
）
哠
（
カ
ウ
））
欠
（
キ
ャ
ム
）
迦

（
キ
ャ
ク
）。 

右
の
十
二
字
は
、
迦
（
キ
ャ
）
と
い
う
字
一
個
の
一
転
で
あ
る
。
こ
の
迦
（
キ
ャ
）
と
い
う
一
個
の
字
母
の
門
か
ら
十
二
字
が
生
ず
る
。
こ
の
よ

う
に
一
つ
一
つ
の
字
母
は
そ
れ
ぞ
れ
十
二
字
を
生
ず
る
。
一
つ
一
つ
の
字
母
が
そ
れ
ぞ
れ
一
転
す
る
と
四
百
八
字
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

二 

合
・
三
合
・
四
合
の
転
が
あ
る
。
す
べ
て
で
一
万
三
千
八
百
七
十
二
字
で
あ
る
。 

 

【
註
記
】 

①
二 

合
・
三
合
・
四
合
：
二
合
と
は
例
え
ば
「g

n
i

」「j̀
a

」「tv
a

」、
三
合
は
「g

h
y
a

」「d
b
h
a

」「rk
y
a

」、
四
合
は
「w2ch

ra

」「x
k
tra

」「rk
2m

a

」。 

  

【
原
文
】 

此
悉
曇
章
本
有
自
然
眞
實
不
變
常
住
之
字
也
。
三
世
諸
佛
皆
用
此
字
説
法
。
是
名
聖
語
。
自
餘
聲
字
者
是
則
凡
語
也
。
非
法
然
之
道
理
。
皆
隨
類

之
字
語
耳
。
若
隨
順
彼
言
語
。
是
名
妄
語
。
亦
名
無
義
語
。
若
能
隨
順
聖
語
即
得
無
量
功
徳
。
故
大
般
若
經
五
十
三1

云
。
佛
告
善
現
言
。
善
現
。 

譬

如
虚
空
是
一
切
物
所
歸
趣
處
。
此
諸
字
門
亦
復
如
是
。
諸
法
空
義
皆
入
此
門
方
得
顯
了
。
善
現
。
入
此
阿
字
等
名
入
諸
字
門
。
善
現
。
若
菩
薩
摩

訶
薩
。
於
如
是
入
諸
字
門
得
善
巧
智
。
於
諸
言
音
所
詮
所
表
皆
無
罣
礙
。
於
一
切
法
平
等
空
性
盡
能
證
持
。
於
衆
言
音
咸
得
善
巧
。
善
現
。
若
菩

薩
摩
訶
薩
能
聽
如
是
入
諸
字
門
印
相
印
句
。
聞
已
受
持
讀
誦
通
利
。
爲
他
解
説
不
貪
名
利
。
由
此
因
縁
得
二
十
種
殊
勝
功
徳
。
何
等
二 

十
。
謂
一

得
強
憶
念
。
二
得
勝
慚
愧
。
三
得
堅
固
力
。
四
得
法
旨
趣
。
五
得
増
上
覺
。
六
得
殊
勝
惠
。
七
得
無
礙
辨
。
八
得
總
持
門
。
九
得
無
疑
惑
。
十
得

違
順
語
不
生
恚
愛
。
十
一
得
無
高
下
平
等
而
住
。
十
二
得
於
有
情
言
音
善
巧
。
十
三
得
蘊
善
巧
處
善
巧
界
善
巧
。
十
四
得
縁
起
善
巧
因
善
巧
縁
善

巧
法
善
巧
。
十
五
得
根
勝
劣
智
善
巧
他
心
智
善
巧
。
十
六
得
觀
星
暦
善
巧
十
七
得
天
耳
智
善
巧
宿
住
隨
念
智
善
巧
神
境
智
善
巧
死
生
智
善
巧
。
十

八
得
漏
盡
智
善
巧
。
十
九
得
説
處
非 

處
智
善
巧
。
二
十
得
往
來
等
威
儀
路
善
巧
。
善
現
。
是
爲
得
二
十
種
殊
勝
功
徳
。
善
現
。
若
菩
薩
摩
訶
薩
修

行
般
若
波
羅
蜜
多
時
。
以
無
所
得
而
爲
方
便
所
得
文
字
陀
羅
尼
門
。
當
知
是
爲
菩
薩
摩
訶
薩
大
乘
相
。
若
有
人
欲
得
不
妄
語
常
修
實
語
。3

學
如
來

眞
實
之
語
。
速
證
大
覺
常
住
之
身
。
應
當
學
此
實
語
字
門
。
如
來
慇
懃
説
此
字
門
。
是
故
聊
爲
童
蒙
鈔
録
斯
記
。
好
學
同
志
代
彼
口
實 

 

【
書
き
下
し
】 



此
の
悉 し

っ

曇 た
ん

章
し
ょ
う

は
本
有
自
然
・
眞
實
・
不
變
常
住
の
字
な
り
。
三
世
の
諸
佛
は
皆
こ
の
字
を
用
い
て
法
を
説
き
た
も
う
。
是
れ
を
聖
語
と
名
づ
く
。

自
餘
の
聲
字
は
是
れ
則
ち
凡
語
な
り
。
法
然
の
道
理
に
非
ず
。
皆
隨
類

ず
い
る
い

の
字
語
の
み
。
若
し
彼
の
言
語
に
隨
順
す
れ
ば
、
是
れ
を
妄
語
と
名
づ
く
。

ま
た
無
義
語
と
名
づ
く
。
若
し
能
く
聖
語
に
隨
順
す
れ
ば
即
ち
無
量
の
功
徳
を
得
。
故
に
大
般
若
經

だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

五
十
三
に
云
わ
く
。 

「
佛
、
善 ぜ

ん

現 げ
ん

に
告
げ
て
言
わ
く
。
善
現
、
譬
え
ば
虚
空
は
是
れ
一
切
の
物
の
所
歸
趣
の
處
な
る
が
如
く
、
此
の
諸
字
門
も
ま
た
復
た
是
く
の
如
し
。

諸
法
の
空
の
義
も
皆
此
の
門
に
入
り
、
方
に
顯 け

ん

了
り
ょ
う

な
る
こ
と
を
得
。
善
現
、
此
の
阿
字
等
に
入
る
を
諸
字
門
に
入
る
と
名
づ
く
。
善
現
、
若
し
菩

薩
摩
訶
薩
が
是
く
の
如
く
の
入
諸
字
門
に
於
い
て
善 ぜ

ん

巧
ぎ
ょ
う

智
を
得
れ
ば
、
諸
の
言
音
の
詮
す
る
表
す
る
所
に
於
い
て
皆
罣
礙

け
い
げ

無
く
、
一
切
法
平
等
の

空
性
に
於
い
て
盡
く
能
く
證
持
し
、
衆

も
ろ
も
ろ

の
言
音
に
於
い
て
咸 み

な

善
巧
を
得
。
善
現
、
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
が
能
く
是
く
の
如
く
の
入
諸
字
門
の
印
相
・

印
句
を
聽
き
、
聞
き
已
っ
て
受
持
し
讀
誦
し
通
利
し
、
他
の
爲
に
解
説
し
て
名
利
を
貪
せ
ざ
れ
ば
、
此
の
因
縁
に
由
っ
て
二
十
種
の
殊
勝
の
功
徳

を
得
。
何
等
を
か
二 

十
と
す
。
謂
わ
く
、
一
に
強
憶 お

く

念 ね
ん

を
得
。
二
に
勝
慚
愧

ざ
ん
ぎ

を
得
。
三
に
堅
固
力
を
得
。
四
に
法 ほ

う

旨
趣

し
し
ゅ

を
得
。
五
に
増
上
覺

ぞ
う
じ
ょ
う
か
く

を

得
。
六
に
殊
勝
惠
を
得
。
七
に
無
礙
辨

げ
べ
ん

を
得
。
八
に
總
持
門
を
得
。
九
に
無
疑
惑
を
得
。
十
に
違
順
の
語
に
恚 い

愛 あ
い

を
生
ぜ
ざ
る
を
得
。
十
一
に
高

下
無
く
平
等
に
し
て
住
す
る
を
得
。
十
二
に
有
情
の
言
音
に
於
い
て
善
巧
を
得
。
十
三
に
蘊 う

ん

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

・
處
善
巧
・
界
善
巧
を
得
。
十
四
に
縁
起
善
巧

因
善
巧
・
縁
善
巧
・
法
善
巧
を
得
。
十
五
に
根
勝
劣

こ
ん
し
ょ
う
れ
っ

智 ち

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

・
他 た

心 し
ん

智 ち

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

を
得
。
十
六
に
觀
星
暦
善
巧
を
得
。
十
七
に
天 て

ん

耳 に

智 ち

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

・



宿

住

隨

し
ゅ
く
じ
ゅ
う
ず
い

念 ね
ん

智 ち

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

・
神
境

じ
ん
き
ょ
う

智 ち

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

・
死
生

し
し
ょ
う

智 ち

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

を
得
。
十
八
に
漏
盡

ろ
う
じ
ん

智 ち

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

を
得
。
十
九
に
説
處
非
處

せ
つ
し
ょ
ひ
し
ょ

智 ち

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

を
得
。
二
十
に
往
來

お
う
ら
い

等 と
う

威
儀

い

ぎ

路 ろ

善 ぜ
ん

巧
ぎ
ょ
う

を
得
。
善
現
、
是
を
二
十
種
の
殊
勝
の
功
徳
を
得
と
爲
す
。
善
現
、
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
が
般
若
波
羅
蜜
多
を
修
行
す
る
時
、
無
所
得

む
し
ょ
と
く

を
以
て
而
も
方
便
と
爲
し
て
得
る
所
の
文
字
陀
羅
尼
門
は
、
當
に
知
る
べ
し
、
是
れ
を
菩
薩
摩
訶
薩
の
大
乘
の
相
と
爲
す
を
。
若
し
人
有
り
て
不

妄
語
を
得
て
常
に
實
語
を
修
し
、
如
來
の
眞
實
の
語
を
學
ん
で
、
大
覺

だ
い
が
く

常

住

じ
ょ
う
じ
ゅ
う

の
身
を
速
證
せ
ん
と
欲
さ
ば
、
應
に
當
に
此
の
實
語
の
字
門
を
學

す
べ
し
」
と
。 

如
來
は
慇
懃
に
此
の
字
門
を
説
き
た
も
う
。
是
の
故
に
聊

い
さ
さ

か
童
蒙
の
爲
に
斯
の
記
を
鈔

し
ょ
う

録 ろ
く

す
。
好
學
の
同
志
、
彼
の
口
實
に
代
え
よ
。 

 

【
私
訳
】 

こ
の
悉
曇
字
母
表
の
字
は
本
質
的
に
、
自
然
の
道
理
で
あ
り
、
真
実
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
不
変
に
し
て
常
住
の
字
で
あ
る
。
過
去
・
現
在
・
未

来
の
三
世
の
諸
仏
は
皆
こ
の
字
を
使
っ
て
法
を
お
説
き
に
な
る
。
こ
れ
を
聖
語
（
如
来
の
言
葉
）
と
言
い
、
他
の
声
や
字
は
凡
語
（
あ
り
ふ
れ
た

言
葉
）
で
あ
る
。
法
の
あ
る
が
ま
ま
の
道
理
で
は
な
く
、
皆
衆
生
凡
夫
の
根
機
に
随
っ
た
字
や
言
葉
で
し
か
な
い
。
若
し
そ
の
凡
語
に
だ
ま
っ
て

随
う
な
ら
、
こ
れ
を
妄
語
（
真
実
を
表
わ
さ
な
い
虚
妄
の
言
葉
）
と
言
い
、
無
義
語
（
無
意
味
な
言
葉
）
と
言
う
。
も
し
よ
く
聖
語
に
随
う
な
ら

無
量
の
功
徳
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
『
大
般
若
経
』
の
巻
五
十
三
に
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。 

世
尊
が
須
菩
提
に
告
げ
て
言
う
に
、 

「
須
菩
提
よ
、
虚
空
が
す
べ
て
の
事
物
が
帰
趨
す
る
所
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
諸
々
の
字
門
も
ま
た
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
諸
法
が
空
で
あ
る
意
味

も
皆
こ
の
字
門
に
入
っ
て
明
瞭
に
な
る
。
須
菩
提
よ
、
こ
の
阿
字
な
ど
に
入
る
こ
と
を
諸
字
門
に
入
る
と
言
う
。
須
菩
提
よ
、
菩
薩
が
こ
の
よ
う

な
入
諸
字
門
に
お
い
て
衆
生
凡
夫
を
化
導
す
る
智
慧
を
得
る
な
ら
、
諸
々
の
語
音
が
明
ら
か
に
し
表
現
す
る
所
に
於
い
て
皆
妨
げ
る
も
の
は
な
く
、

一
切
の
法
が
平
等
で
あ
る
空
性
に
お
い
て
、
こ
と
ご
と
く
よ
く
善
巧
智
を
持
し
、
諸
々
の
語
音
に
お
い
て
皆
衆
生
凡
夫
を
化
導
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
須
菩
提
よ
、
菩
薩
が
よ
く
こ
の
よ
う
な
入
諸
字
門
の
梵
字
の
字
相
・
字
句
を
聴
き
、
聞
き
お
わ
っ
て
梵
字
を
受
持
し
読
誦
し
字
義
に
通
じ
、

他
の
人
の
た
め
に
解
説
し
て
名
声
や
利
益
に
貪
著
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
二
十
種
の
こ
と
に
勝
れ
た
功
徳
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。



二 
十
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
一
に
、
心
に
留
め
て
忘
れ
ず
常
に
思
う
こ
と
が
強
固
に
な
る
こ
と
。
二
に
、
自
ら
勝
れ
て
恥
じ
る
こ
と
。
三
に
、
堅

固
な
（
菩
提
心
の
）
力
。
四
に
、
教
法
の
趣
旨
内
容
。
五
に
、
サ
ト
リ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
。
六
に
、
こ
と
に
勝
れ
た
智
慧
。
七
に
、
妨
げ
の
な

い
言
説
。
八
に
、（
読
誦
な
ど
）
持
続
・
保
持
の
修
行
。
九
に
、（
教
法
（
大
乗
の
空
）
へ
の
）
疑
惑
が
な
い
こ
と
。
十
に
、
自
分
に
と
っ
て
好
ま

し
く
な
い
の
と
好
ま
し
い
言
葉
に
怒
り
怨
ん
だ
り
貪
著
し
た
り
し
な
い
こ
と
。
十
一
に
、
高
い
低
い
の
な
い
、
平
等
な
心
に
住
す
る
こ
と
。
十
二

に
、
衆
生
凡
夫
の
使
う
言
葉
に
お
い
て
化
導
す
る
こ
と
。
十
三
に
、
釈
尊
が
説
い
た
五
蘊
は
実
は
無
自
性
・
空
で
あ
る
と
衆
生
凡
夫
を
化
導
す
る

こ
と
。
同
じ
く
十
二
処
・
十
八
界
も
。
十
四
に
、
諸
法
は
縁
起
生
で
あ
る
と
、
衆
生
凡
夫
を
業
異
熟
智
力
に
よ
っ
て
化
導
す
る
こ
と
。
同
じ
く
因

と
縁
も
法
も
。
十
五
に
、
衆
生
凡
夫
の
根
機
が
勝
れ
て
い
る
か
劣
っ
て
い
る
か
を
覚
る
根
上
下
智
力
に
よ
っ
て
化
導
す
る
こ
と
。
同
じ
く
他
人
の

心
を
覚
る
他
心
通
智
に
よ
る
化
導
。
十
六
に
、
天
文
星
宿
を
観
じ
る
こ
と
で
衆
生
凡
夫
を
化
導
す
る
こ
と
。
十
七
に
、
あ
ら
ゆ
る
音
声
を
聞
き
分

け
る
天
耳
通
の
智
に
よ
っ
て
衆
生
凡
夫
を
化
導
す
る
こ
と
。
前
世
で
の
在
り
方
を
思
い
出
す
宿
住
隨
念
力
に
よ
る
化
導
。
思
う
所
に
自
在
に
現
れ

る
遍
趣
行
智
力
に
よ
る
化
導
。
命
あ
る
も
の
の
輪
廻
転
生
に
関
す
る
死
生
智
力
に
よ
る
化
導
。
十
八
に
、
煩
悩
が
す
べ
て
滅
却
し
再
度
迷
妄
の
世

界
に
生
れ
な
い
漏
尽
智
力
に
よ
る
化
導
。
十
九
に
、
教
法
が
理
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
明
確
に
知
る
処
非
処
智
力
に
よ
る
化
導
。
二
十
に
、

人
々
が
行
き
来
す
る
道
路
な
ど
の
規
律
に
よ
る
化
導
。
以
上
の
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
須
菩
提
よ
、
以
上
を
二
十
種
の
殊
勝
の
功
徳
を

得
る
と
言
う
。
須
菩
提
よ
、
菩
薩
が
智
慧
波
羅
蜜
（
般
若
波
羅
蜜
多
）
を
修
行
す
る
時
、
心
に
捉
わ
れ
る
も
の
が
な
い
上
に
、
方
便
と
し
て
得
た

文
字
陀
羅
尼
門
は
、
ま
さ
に
菩
薩
の
大
乘
と
し
て
の
特
長
だ
と
知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。 

も
し
虚
妄
で
は
な
い
言
葉
を
身
に
つ
け
て
常
に
真
実
の
言
葉
を
修
め
、
如
來
の
真
実
の
言
葉
を
学
ん
で
、
絶
対
的
な
サ
ト
リ
を
得
て
常
恒
の
仏
身

を
速
や
か
に
体
得
し
よ
う
と
願
う
人
が
あ
る
な
ら
、
ま
さ
に
こ
の
真
実
語
の
字
門
を
学
ぶ
べ
し
。
如
来
は
て
い
ね
い
に
こ
の
字
門
を
お
説
き
に
な

ら
れ
た
。
だ
か
ら
少
し
ば
か
り
、
初
心
の
者
の
た
め
に
こ
の
記
に
要
点
を
書
い
て
お
い
た
。
好
学
の
同
志
よ
、
日
頃
口
に
す
る
言
葉
に
代
え
ま
し

ょ
う
。 

 

【
註
記
１
】 

「
入
諸
字
門
」
の
功
徳
二
十
を
説
く
『
大
般
若
亜
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
十
三
の
引
用
部
分
の
原
文
。 

善
現
。
譬
如
虚
空
是
一
切
物
所
歸
趣
處
。
此
諸
字
門
亦
復
如
是
。
諸
法
空
義
皆
入
此
門
方
得
顯
了
。
善
現
。
入
此

字
等
名
入
諸
字
門
。
善
現
。

若
菩
薩
摩
訶
薩
於
如
是
入
諸
字
門
。
得
善
巧
智
。
於
諸
言
音
所
詮
所
表
皆
無
罣
礙
。
於
一
切
法
平
等
空
性
。
盡
能
證
持
於
衆
言
音
。
咸
得
善
巧
。

善
現
。
若
菩
薩
摩
訶
薩
能
聽
如
是
入
諸
字
門
印
相
印
句
。
聞
已
受
持
讀
誦
通
利
爲
他
解
説
。
不
貪
名
利
。
由
此
因
縁
。
得
二
十
種
殊
勝
功
徳
。
何



等
二
十
。
謂
得
強
憶
念
。
得
勝
慚
愧
。
得
堅
固
力
得
法
旨
趣
。
得
増
上
覺
。
得
殊
勝
慧
。
得
無
礙
辯
。
得
總
持
門
。
得
違
順
語
。
不
生
恚
愛
。
得

無
高
下
平
等
而
住
。
得
於
有
情
言
音
善
巧
得
蘊
善
巧
處
善
巧
界
善
巧
。
得
縁
起
善
巧
因
善
巧
縁
善
巧
法
善
巧
。
得
根
勝
劣
智
善
巧
他
心
智
善
巧
。

得
觀
星
暦
善
巧
。
得
天
耳
智
善
巧
。
宿
住
隨
念
智
善
巧
。
神
境
智
善
巧
。
死
生
智
善
巧
。
得
漏
盡
智
善
巧
。
得
説
處
非
處
智
善
巧
。
得
往
來
等
威

儀
路
善
巧
。
善
現
。
是
爲
得
二
十
種
殊
勝
功
徳
。
善
現
。
若
菩
薩
摩
訶
薩
修
行
般
若
波
羅
蜜
多
時
。
以
無
所
得
而
爲
方
便
。
所
得
文
字
陀
羅
尼
門
。

當
知
是
爲
菩
薩
摩
訶
薩
大
乘
相
。 

 

【
註
記
２
】 

①
悉
曇
章
：
悉
曇
の
字
母
表
。 

②
隨
類
：
衆
生
凡
夫
の
根
機
に
随
う
こ
と
。 

③
大
般
若
經
：
玄
奘
訳
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
の
巻
第
五
十
三
。 

④
善
現
：
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
須
菩
提
（su

b
h
[
ti

）。 

⑤
顯
了
：
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
明
瞭
に
な
る
。 

⑥
善
巧
：
衆
生
凡
夫
の
根
機
に
応
じ
て
巧
み
に
仏
道
に
引
入
し
教
導
す
る
こ
と
。
善
巧
方
便
。 

⑦
罣
礙
：
覆
い
妨
げ
る
も
の
。 

⑧
證
持
：
覚
り
持
す
る
こ
と
。 

⑨
憶
念
：
心
に
留
め
て
忘
れ
ず
常
に
思
う
こ
と
。 

⑩
慚
愧
：
自
ら
恥
じ
る
こ
と
。 

⑪
法
の
旨
趣
：
法
の
趣
旨
内
容
。 

⑫
増
上
の
覺
：
サ
ト
リ
を
積
み
重
な
る
こ
と
。 

⑬
無
礙
辨
：
妨
げ
の
な
い
言
説
。 

⑭
恚
愛
：
瞋
恚
（
怒
り
恨
み
）
と
貪
愛
（
好
き
な
も
の
へ
の
貪
著
） 

⑮
蘊
善
巧
：
五
蘊
は
、
実
は
無
自
性
・
空
で
あ
る
と
衆
生
凡
夫
を
化
導
す
る
こ
と
。 

⑯
處
善
巧
：
同
じ
く
十
二
処
も
。 

⑰
界
善
巧
：
同
じ
く
十
八
界
も
。 



⑱
縁
起
善
巧
：
諸
法
は
縁
起
生
で
あ
る
と
、
衆
生
凡
夫
を
業
異
熟
智
力
に
よ
っ
て
化
導
す
る
こ
と
。 

⑲
因
善
巧
：
同
じ
く
因
も
。 

⑳
縁
善
巧
：
同
じ
く
縁
も
。 

㉑
法
善
巧
：
同
じ
く
法
も
。 

㉒
根
勝
劣
智
善
巧
：
衆
生
凡
夫
の
根
機
が
勝
れ
て
い
る
か
劣
っ
て
い
る
か
を
覚
る
根
上
下
智
力
に
よ
っ
て
化
導
す
る
こ
と
。 

㉓
他
心
智
善
巧
：
同
じ
く
他
人
の
心
を
覚
る
他
心
通
の
智
に
よ
る
化
導
。 

㉔
天
耳
智
善
巧
：
あ
ら
ゆ
る
音
声
を
聞
き
分
け
る
天
耳
通
の
智
に
よ
っ
て
衆
生
凡
夫
を
化
導
す
る
こ
と
。 

㉕
宿
住
隨
念
智
善
巧
：
前
世
で
の
在
り
方
を
思
い
出
す
宿
住
隨
念
力
に
よ
る
化
導
。 

㉖
神
境
智
善
巧
：
思
う
所
に
自
在
に
現
れ
る
遍
趣
行
智
力
に
よ
る
化
導
。 

㉗
死
生
智
善
巧
：
命
あ
る
も
の
の
輪
廻
転
生
に
関
す
る
死
生
智
力
に
よ
る
化
導
。 

㉘
漏
盡
智
善
巧
：
煩
悩
が
す
べ
て
滅
却
し
再
度
迷
妄
の
世
界
に
生
れ
な
い
漏
尽
智
力
に
よ
る
化
導
。 

㉙
説
處
非
處
智
善
巧
：
教
法
が
理
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
明
確
に
知
る
処
非
処
智
力
に
よ
る
化
導
。 

㉚
往
來
等
威
儀
路
善
巧
：
人
々
が
行
き
来
す
る
道
路
な
ど
の
規
律
に
よ
る
化
導
。 

㉛
無
所
得
：
と
ら
わ
れ
る
も
の
が
な
い
こ
と
。 

㉜
大
覺
常
住
の
身
：
絶
対
的
な
サ
ト
リ
を
得
て
常
恒
の
仏
身
。 

㉝
口
實
：
日
頃
口
に
す
る
言
葉
。 

        



■
あ
と
が
き 

悉
曇
は
ど
こ
へ
い
っ
た 

「
眞
言
宗
三
業
度
人
官
符
」（『
電
子
版 

弘
法
大
師
全
集
』
第
五
輯
巻
十
五
、「
官
符
等
編
年
雜
集
」
二
十
五
）
に
よ
れ
ば
、
宗
祖
大
師
は
承
和

二
年
、
年
分
度
僧
の
三
人
を
金
剛
頂
瑜
伽
経
業
・
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
業
・
声
明
業
一
人
ず
つ
と
し
、
そ
の
認
可
を
治
部
省
に
奏
上
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
声
明
業
は
、「
梵
字
悉
曇
章
」（
一
部
二
巻
）
を
書
写
・
暗
誦
す
る
と
と
も
に
、『
孔
雀
明
王
経
』（
一
部
三
巻
）
を
誦
し
、『
声
字
実
相
義
』

を
学
習
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
悉
曇
の
学
習
は
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
業
に
も
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
業
に
も
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
悉
曇
は
真
言
宗
学
侶

に
と
っ
て
必
修
科
目
で
あ
っ
た
。 

ま
た
真
言
宗
の
伝
統
で
は
、
悉
曇
は
然
る
べ
き
悉
曇
阿
闍
梨
に
随
っ
て
「
十
八
章
」
を
習
学
し
た
の
ち
、
悉
曇
潅
頂
（
免
許
皆
伝
）
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
も
聞
く
。『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
を
読
む
と
宗
祖
大
師
の
悉
曇
学
の
厳
粛
な
生
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

 

時
に
、
梵
字
・
悉
曇
に
諸
流
あ
る
な
か
で
、
慈
雲
尊
者
を
祖
と
す
る
慈
雲
流
と
と
も
に
代
表
的
な
澄
禅
流
の
本
家
本
元
た
る
べ
き
本
宗
か
ら
、

梵
字
・
悉
曇
の
正
式
な
伝
授
・
習
学
が
絶
え
て
久
し
い
。
本
宗
に
お
け
る
澄
禅
流
の
梵
字
・
悉
曇
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
か
。
澄
禅
和
尚
は
江
戸
の

初
期
、
智
積
院
化
主
第
七
世
運
敞
僧
正
の
も
と
で
十
余
年
事
教
二
相
の
奥
義
を
究
め
、
こ
と
に
梵
字
の
書
法
を
よ
く
し
、
刷
毛
書
き
を
編
み
出
す

な
ど
一
家
を
な
し
、
智
積
院
第
一
座
（
現
今
の
集
議
首
座
？
）
に
上
る
も
名
利
を
好
ま
ず
、
晩
年
は
故
郷
肥
後
の
地
蔵
院
に
帰
り
余
生
を
送
っ
た

人
で
あ
る
。 

澄
禅
流
の
本
家
本
元
で
あ
る
本
宗
で
は
、
智
山
専
門
学
校
が
「
悉
曇
十
八
章
」
を
必
修
科
目
と
し
た
。
そ
の
智
専
世
代
以
降
、
ま
た
澄
禅
流
の

悉
曇
阿
闍
梨
だ
っ
た
司
東
真
雄
大
僧
正
（
北
上
市
安
楽
寺
）
が
亡
く
な
ら
れ
て
以
降
、
本
宗
で
梵
字
が
正
し
く
書
け
て
読
め
て
字
義
・
釈
義
ま
で

が
わ
か
る
人
を
私
は
知
ら
な
い
。
本
宗
の
子
弟
教
育
機
関
に
お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
悉
曇
の
必
修
を
聞
か
な
い
。
私
た
ち
が
今
書
い
て
い
る

梵
字
も
い
っ
た
い
何
流
な
の
か
、
慈
雲
流
で
も
な
く
澄
禅
流
で
も
な
く
他
の
何
流
で
も
な
く
正
体
不
明
で
、
た
だ
坂
井
栄
信
先
生
の
「
梵
字
悉
曇

習
字
帖
」
が
手
本
と
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
、
そ
の
坂
井
先
生
ご
自
身
が
何
流
の
悉
曇
書
家
だ
っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

先
生
が
正
式
な
悉
曇
阿
闍
梨
と
し
て
悉
曇
潅
頂
を
開
筵
さ
れ
た
話
を
私
は
寡
聞
に
し
て
聞
か
な
か
っ
た
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
宗
の
梵
字
は
何
流
で
書
く
の
か
も
知
ら
ず
、
法
流
と
し
て
正
式
な
悉
曇
伝
授
を
受
け
て
い
な
く
て
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ま
ち
が
っ
た
梵
字
を
卒
塔
婆
に
書
い
て
も
、
ま
ち
が
っ
た
発
音
で
真
言
・
陀
羅
尼
を
唱
え
て
も
誰
も
注
意
し
な
い
し
教
え
な
い
。
加
え
て
、

「
入
字
門
」
の
意
味
も
悉
曇
字
母
の
字
義
・
釈
義
も
わ
か
ら
ず
に
「
字
輪
観
」
で
あ
る
。
梵
字
を
キ
チ
ン
と
書
け
て
読
め
て
、
か
つ
字
義
・
釈
義



が
わ
か
り
、
真
言
・
陀
羅
尼
を
ま
ち
が
え
ず
に
唱
え
て
こ
そ
、
宗
祖
大
師
の
意
に
叶
っ
た
真
言
僧
で
は
な
い
か
。 

 
老
婆
心
な
が
ら
、
例
え
ば
の
話
、
加
行
初
心
の
「
十
八
道
念
誦
次
第
」
に
出
て
く
る
「
字
輪
観
」
を
、
加
行
道
場
の
阿
闍
梨
各
位
は
ど
う
伝
授

し
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、 

 

観
ぜ
よ 

我
が
心
に
八
葉
の
白
蓮
花
有
り 

上
に
満
月
輪
有
り 

其
の
上
に 

お
ん
ば
ら
だ
は
ん
ど
め
い
う
ん 

の
字
有
り 

（
そ
の
一
々
の
字
義
、
即
ち
順
逆
に
観
ず
る
の
み
）、 

 

お
ん
字
流
注
不
可
得
な
り 

 

お
ん
字
流
注
不
可
得
な
る
が
故
に 

ば
字
言
説
不
可
得
な
り 

ば
字
言
説
不
可
得
な
る
が
故
に 
ら
字
塵
垢
不
可
得
な
り 

ら
字
塵
垢
不
可
得
な
る
が
故
に 

だ
字
施
與
不
可
得
な
り 

だ
字
施
與
不
可
得
な
る
が
故
に 

は
ん
字
勝
義
不
可
得
な
り 

は
ん
字
勝
義
不
可
得
な
る
が
故
に 

ど
め
い
字
我
執
不
可
得
な
り 

ど
め
い
字
我
執
不
可
得
な
る
が
故
に 

う
ん
字
因
業
不
可
得
な
り 

 

で
あ
る
。
こ
の
字
門
「
お
ん
」「
ば
」「
ら
」「
だ
」「
は
ん
」「
ど
め
い
」「
う
ん
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
義
「
流
注
」「
言
説
」「
塵
垢
」「
施
與
」「
勝

義
」「
我
執
」「
因
業
」
と
、
各
々
の
釈
義
「
流
注
不
可
得
」「
言
説
不
可
得
」「
塵
垢
不
可
得
」「
施
與
不
可
得
」「
勝
義
不
可
得
」「
我
執
不
可
得
」

「
因
業
不
可
得
」
の
意
味
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
が
わ
か
っ
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
「
字
輪
観
」
の
「
心
中
心
真
言
」（
如
意
輪
観
音
の
ご
真
言
）「
お
ん
ば
ら
だ
は
ん
ど
め
い
う
ん
」
の
原
文
は
「O

/
 v

arad
a-p

ad
m

e h
[
/

」で
、

読
み
は
「オ
ー
ム 

ヴ
ァ
ラ
ダ
・パ
ド
メ
ー 

フ
ー
ム
」、
和
訳
は
「オ
ー
ン
、
（衆
生
凡
夫
の
）願
い
に
応
じ
て
そ
の
成
就
を
施
与
す
る
蓮
花
尊
（観
音
様
）よ 

フ
ー
ン
」で
あ
る
。 

こ
の
ご
真
言
を
分
解
し
て
、
「
お
ん
字 

O
/

」「
ば
字 

v
a

」「
ら
字 

ra

」「
だ
字 

d
a

」「
は
ん
字 

p
a

」「
ど
め
い
字 

d
m

e

」「
う
ん
字 

h
[
/

」
と
し
、



そ
れ
ぞ
れ
の
悉
曇
文
字
の
字
義
・
釈
義
を
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
お
ん

O
/

」
の
字
義
は
悉
曇
「O

」
の
「
瀑
流
」
で
す
な
わ
ち
「
流
注
」。

「
ば 

v
a

」
の
字
義
は
原
語
「v

qc

」
の
「
言
説
」。「
ら 

ra

」
の
字
義
は
原
語
「rajas

」
の
「
塵
垢
」。「
だ 

d
a

」
の
字
義
は
原
語
「d

qn
a

」
の
「
施
与
」。

「
は
ん 

p
a

」
の
字
義
は
原
語
「p

aram
qrth

a

」
の
「
第
一
義
・
勝
義
」。「
ど
め
い 

d
m

e

」
の
字
義
は
悉
曇
「m

a

」
の
原
語
「m

am
a

」
の
「
吾
我
・

我
執
」。「
う
ん 

h
[
/

」
の
字
義
は
悉
曇
「h

a

」
の
原
語
「h

etu

」
の
「
因
菓
・
因
業
」。
加
え
て
各
々
の
「
～
不
可
得
」
は
字
義
の
釈
義
（
解
釈
）

で
、
大
乗
の
「
一
切
諸
法
空
」
の
立
場
か
ら
「
流
注
」「
言
説
」「
塵
垢
」「
施
與
」「
勝
義
」「
我
執
」「
因
業
」
は
い
ず
れ
も
、
実
体
と
し
て
あ
る

法
で
は
な
い
と
観
じ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
初
心
加
行
で
修
習
す
る
「
金
剛
界
念
誦
次
第
」「
胎
蔵
界
念
誦
次
第
」
は
基
本
的
に
、「
あa

」（
地
）・

「
ばv

a

」（
水
）・「
らra
」（
火
）・「
かh

a

」（
風
）・
き
ゃk

h
a

」（
空
）
の
「
五
大
」（
全
宇
宙
の
す
べ
て
の
物
質
的
構
成
要
素
）
の
、
字
と
字
義
を

順
逆
に
観
じ
る
「
字
輪
観
」
で
あ
る
。 

 

先
徳
を
批
判
す
る
気
は
さ
ら
さ
ら
な
い
が
、
い
つ
の
時
代
か
ら
か
本
宗
で
は
「
作
法
次
第
」
の
ご
真
言
の
表
記
が
悉
曇
文
字
か
ら
ひ
ら
が
な
に

な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
本
宗
僧
侶
が
悉
曇
を
習
わ
な
く
て
い
い
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
。
誰
に
で
も
読
め
る
よ
う
に
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
悉
曇
文
字
を
ひ
ら
が
な
に
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
例
え
ば
、
通
常
「
お
ん 

さ
ん
ま
や 

さ
と
ば
ん
」
と
称
え
る
三
昧
耶
戒
真
言

は
「
唵
三
昧
耶
薩
怛
鑁
」
と
い
う
漢
訳
か
ら
の
読
み
で
、
悉
曇
文
字
は
「O

/
 sam

ay
astv

a/

」（
オ
ン 

サ
マ
ヤ
ス
ト
ゥ
ヴ
ァ
ム
）
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
オ
ン 

サ
マ
ヤ
ス 

ト
ゥ
ヴ
ァ
ム
」
と
「
オ
ン 
サ
マ
ヤ 

ス
ト
ゥ
ヴ
ァ
ム
」
と
い
う
二
通
り
の
読
み
が
可
能
で
、
悉
曇
文
字
を
重
視
す
る
な
ら
ば

「
お
ん 

さ
ん
ま
や 

さ
と
ば
ん
」
は
ま
ち
が
い
に
な
る
。
ひ
ら
が
な
で
は
単
語
の
つ
な
が
り
や
発
音
の
切
れ
目
が
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。 

 

老
い
の
繰
り
言
な
が
ら
、
私
は
一
般
大
学
の
必
修
科
目
で
、
東
大
か
ら
出
講
し
て
お
ら
れ
た
原
實
先
生
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
を
学
ん
だ
。

学
部
三
年
生
の
時
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
に
は
中
国
の
儒
家
の
思
想
・
老
荘
思
想
・
道
教
・
鎌
倉
仏
教
・
日
本
神
話
・
民
間
信
仰
・
折
口
信
夫
を
卒
論

に
す
る
友
達
も
い
て
、
大
半
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
単
位
を
落
し
翌
年
再
履
修
し
て
い
た
。
す
で
に
就
職
も
内
定
し
四
年
生
と
し
て
は
必
修
科
目

を
落
せ
な
い
友
が
気
の
毒
で
手
助
け
も
し
た
。
し
か
し
何
人
も
が
ま
た
単
位
を
落
し
、
就
職
内
定
を
反
故
に
し
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
一
科
目
の

た
め
に
東
京
に
残
っ
た
。 

一
般
大
学
が
そ
こ
ま
で
厳
格
に
や
る
の
に
、
真
言
僧
の
通
う
宗
門
大
学
の
専
門
学
科
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
の
履
修
は
や
ら
な
い
こ
と
を

後
年
聞
い
て
唖
然
と
し
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
難
し
く
て
単
位
を
落
す
学
生
が
絶
え
な
い
か
ら
ら
し
い
。
む
べ
な
る
か
な
、
私
が
学
ん
だ
学
科

も
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
宗
門
大
学
の
専
門
学
科
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
悉
曇
知
ら
ず
の
真
言
僧
を
養
成
し
て
、
そ
れ
で
専
門
教
育
だ
ろ
う
か
。 



父
が
智
山
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
学
究
の
道
に
進
み
、
高
井
観
海
校
長
先
生
の
ご
指
導
で
近
代
仏
教
学
の
唯
識
学
（
本
宗
で
言
う
性
相
学
）
に

励
み
な
が
ら
、
は
じ
め
て
智
専
の
教
壇
に
立
ち
学
生
に
教
え
た
の
が
必
修
科
目
の
悉
曇
だ
っ
た
。
父
は
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
に
留
学
し

エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ
イ
マ
ン
教
授
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
印
欧
語
の
薫
陶
を
受
け
た
若
き
渡
辺
照
宏
先
生
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
厳
格
に
学
ん

だ
。
悉
曇
は
師
僧
の
松
平
實
亮
大
僧
正
（
名
古
屋
市
福
生
院
住
職
、
総
本
山
智
積
院
化
主
第
五
十
八
世
）
ゆ
ず
り
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
も

悉
曇
も
筋
金
入
り
だ
っ
た
。
親
戚
寺
院
の
住
職
で
智
専
時
代
に
父
か
ら
悉
曇
を
教
わ
っ
た
と
い
う
老
僧
に
、
父
が
赤
入
れ
を
し
た
昔
の
習
字
帖
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
父
の
悉
曇
事
情
に
う
と
い
母
は
、
東
京
・
野
方
で
の
新
婚
時
代
を
思
い
出
し
て
は
、
悉
曇
の
授
業
の
お
か
げ
で

智
専
か
ら
は
じ
め
て
お
給
料
が
も
ら
え
た
、
と
言
う
の
が
口
ぐ
せ
だ
っ
た
。
父
は
筆
書
の
こ
と
に
な
る
と
「
私
は
満
州
で
中
国
人
に
ほ
め
ら
れ
た
」

と
言
い
、
悉
曇
に
つ
い
て
は
智
山
の
第
一
人
者
だ
と
秘
か
に
自
負
し
て
い
た
。
そ
の
自
負
が
『
智
山
全
書
』
に
所
収
の
大
寂
の
『
梵
漢
標
目
』
の

解
説
（「
近
世
に
お
け
る
梵
語
學
の
一
業
績
ー
大
寂
の
梵
漢
標
目
ー
」）
に
顕
わ
れ
て
い
る
。
余
乗
部
主
任
だ
っ
た
父
は
、
自
ら
『
梵
漢
標
目
』
の

出
版
を
担
当
し
心
血
を
注
い
だ
。
あ
の
時
の
父
は
学
山
智
山
の
気
概
に
満
ち
て
い
た
。
父
に
と
っ
て
も
悉
曇
は
真
言
僧
の
本
懐
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

父
の
悉
曇
に
は
ウ
ソ
が
な
か
っ
た
。
私
は
そ
の
父
が
残
し
た
「
悉
曇
十
八
章
」
の
自
筆
習
字
帖
を
手
本
に
独
学
自
習
し
、
た
だ
父
の
余
光
に
浴
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。 

 

話
を
戻
す
。
本
宗
で
は
智
山
伝
法
院
が
多
分
野
の
有
意
義
な
講
座
を
開
設
し
、
本
宗
住
職
・
教
師
の
い
わ
ば
生
涯
学
習
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
か
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
初
級
講
座
～
悉
曇
講
座
を
設
け
、
同
時
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

が
わ
か
る
悉
曇
阿
闍
梨
を
伝
法
院
に
お
い
て
養
成
し
、
智
山
講
伝
所
は
そ
の
悉
曇
阿
闍
梨
に
よ
る
公
開
伝
授
を
実
施
し
、
修
了
者
に
悉
曇
潅
頂
を

許
可
す
る
ま
で
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
れ
が
学
山
智
山
ら
し
い
地
道
な
真
言
僧
育
成
の
正
道
で
あ
る
。
こ
の
た
び
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
を

読
ん
で
、
宗
祖
大
師
の
生
の
声
が
そ
う
言
っ
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。 

  


